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元
、
三
年
初
め
ま
て
の
国
内
行
政
は
、
■
と
し
て
、
会
一計
年
一の
権
限
内
，

お
コ
い
一中
印
寿
劫
「「
諏
却
瀬
雑
十茅
革
は
、
会
計
官
，一ィの
従
的
存
」浩
を
占
め
て
卜！

▲
月
十

一
日
の
政
府
機
関
改
革
に
お
い
て
、
民
市

。
大
蔵
一向
省
の
打
！

い
職
務
規
定
が
行
な
わ
れ
、
一氏
部
一省
は
、
地
理
、
土
太
、
駅
一逓
、
租
粒
、

監
合
、
通
商
、
鉱
出
の
七
司
、
大
蔵
省
は
造
幣
寮
、
出
納
司
、
用
度
司
い

一
策
二
司
と
な
っ
た
。　
一
兄
し
十
所
、
七
月
八
日
新
設
の
民
卜郡
、
大
な
〓

省
あ
管
構
事
務
と
比
隻
す
る
と
、
大
巾
な
民
部
省
権
限
の
拡
大
を
感
じ
ら

れ
る
か
、
実
際
は
、
民
部
卿
の
は
平
春
岳
が
大
蔵
姉
を
兼
任
、
民
部
大
喘

大
隈
■
信
が
大
蔵
大
輔
を
、
大
蔵
少
輔
伊
藤
博
文
が
民
部
少
一輛
を
そ
れ
■

れ
兼
任
す
る
事
と
な
り
、
実
一質
的
に
、
民
部

・
大
蔵
両
省
が
合
併
さ
れ
た
。

両
省
の
創
設
か
ら
、
わ
ず
か

一
ケ
月
で
、
再
び
省
務
の
変
更
、
改
革
ぶ
〓

地
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
官
制
改
変
の
政
治
過
程
は
、
こ
れ
ま
で
、

そ
れ
ほ
ど
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
断
片
的
史
村
で
、
太
戸
孝
允
、
■

限
二
信
、
井
上
暮
年
が
、
台
一併
の
推
進
者
で
あ

っ
た
事
が
知
ら
れ
る
の
■
．

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
当
時
通
商
司
の
事
務
管
理
に
大
坂
杵
・勁
中
の
十
」
一

が
、
七
月
十

一
日
付
、
大
隈

・
伊
藤
宛
書
翰
で

「
何
分
会
計
不
民
政
合
一ャ

不
中
候
而
は
兵

二
込
り
申
シ
、
ユ
亦
当
地
治
河
杯

ハ
定
て
民
政
よ
り
致
一

候
事
相
見
へ
、
何
致
居
候
や
ら
、
他
人
数
之
人
足
を
進
め
、
大
々
治
河
ド

詞
候
得
ば
よ
ろ
し
く
候
得
共
、
工
作
振
杯

ハ
不
得
共
意
事

二
候
、
別

一
当

地
も
治
河
と
て
、
役
所
等
不
立
候
て
も
、
当
府
よ
ツ
致
シ
候
敗
、
又

ハ
会

計

紅
仰
に
て
も
致
し
候
万
手
順
に
て
、
入
費
も
少
し
ド
て
相
済
候
事
敗
と

本
存
候
」
と
民
打

・
大
蔵
行
政
の
統
二
十
合
併
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
文

合
併
を
直
接
ｉ
使
し
て
い
た
の
が
大
隈
重
信
で
あ

っ
た
事
が
、
当
時
民
＝

一川
の
松
干
春
，
か
ら
一、
参
議
広
沢
首
（摂
に
病
一た
ぎ
醜
の
■
に
般
見
す
る
の

で
、
次
に
紹
介
し
て
★
く
。　
．
涌
一は
八
月
八
日
付
、
も
う

一
通
Ｌ
八
日
千
イ

中＝
付
ヽ
一足
班
同
一――‐―
の
ヨ
泉
Ｗ
で
セ然
神
，）

の
　
八
〔
〓八
Ｈ

Ｏ
削
サ
一陸∪

仰
用
之
義
も
候

ハ
ヽ
口
時
に
マ】も
御
召
呼
被
卜
度
高

工
参
朝
可
化
に
、

扱
は
大
蔵
省
民
部
省
を
合
併
シ
一義
は
大
候
ｉ
使
距
分
尤
之
義

二
候
汁
大

丞
始
も
同
古
之
車
二
候
、
道
聖

ｉ
ｍ
は
至
断
奔
当

二
任猪
呈
（共
実
行
水

如
何
哉
と
と
恐
々
情
一程
在
候
、
何
も
同
意
設
置
具
論
有
之
而
は
所
調
――ＩＦ

従
後
言
之
快
も
Ｈ
有
之
哉

二
候
得
共
道
理
ト

ニ
心
一腹

二
て
も
共
実
を
心

配
候
伎
同
志
二
非
レ
ハ
不
能
言

二
て
娘
堆
も
有
之
是
毎
不
得
止
情
主
仰

推
恕
可
給
に
、
只
今
合
併

二
而
は
如
何
成
も
の
土
同
Ｌ
く
小
先
当
分
当

名
江
此
様
夜
■
に
合
併
不
相
成
方
仰
都
合
と
中
有
中
之
気
合
も
ｉ
ク
却

而
共
方
折
合
可
申
本
存
候
、
人
峰
之
処
在
大
臣
去

へ
呈
言
仕
置
候
日
御

尋
間
等
も
技
在
に

ハ
ヽ
可
然
工
御
月
旋
本
膊
候
、
委
細
之
技
は
汁
即
大

丞
よ
り
中
入
候
打
り
御
庄
候

（後
峰
）

②
　
↓Ａ
月
―
――

昨
終
日
は
於
浜
峨
緩
々
接
眉
欣
然
商
後
仰
安
全
本
賀

・
！…
候
、
扱
昨
朝
は

段
々
之
御
押
書
季
一複
分
明

工
小
河
一始
之
見
込
打
大
軸
之
所
存
牛
内
々
色

々
御
中
間
夏
二
当
惑
心
痛
之
事

二
候
、
乍
去
当
有
廃
興
之
可
否
は
只
今

と
相
成
候
イ
ハ
当
省
よ
リ

ハ
妊
中
―――
此
上

ハ
政
府
之
御
決
議
次
第
と
考

候
、
弥
大
成

二
合
併
相
成
侯
事
二
一険
ハ
ヽ
沖
一も
如
小
生
律
義

工
相
抑
候

者

二
て
は
仰
‐ｌｉｌ

二
台
不
中
、
枠
田
、
中
付
、
林
称
も
≡
肯
た
之
所

ニ
ハ

―- 30 -‐- 3 1 -

(ZOy'

参
ル
間
敷
当
省
仰
産
中

ハ
乍
不
及
不
才

ハ
不
才
よ
り
尽
力
、
愚

ハ
呂
●

て
之
奉
職
仕

一
日
も
不
欠
出
勤
之
心
得

二
御
坐
候
得
共
万

一
合
併
ユ
上

ハ
何
卒
民
部
省
職
掌
不
立
所
ナ
・以
謹
慣
被
御
付
朕
様
一何
分
夜
免
職
学
度

千
肢
候
、
尤
上
よ
り
御
免
無
シ
候

ハ
ヽ
辞
表
可
と
出
決
心
一寵
在
候
、
……！…

節
御
王
奉
希
候
、
足
上

ハ
小
生
如
き
不
才
之
者

一候
得
共
、
第

一
先
生

を
始
津
田
、
中
村
、
林
等
宗
旨
を
同
ふ
し
尽
力
〔

一
ゆ
へ
小
生
如
キ
者

に
て
も
ド
ア
十

一
ア
カ
勤
続
出
来
死

二
て
も
忘
れ
ぬ
中
凍
一心
二
候
、
午

去
宗
旨
昔
リ
ニ
て
共
人

二
・阿
誇
い
た
し
様
な
る
札
ロ
ハ
小
生
性
質
出
キ

か
ね
実

二
恐
入
候
、
小
生
進
遅

ハ
ト
モ
ア
レ
民
市

ハ
天
下
之
根
木

二
民

処
、
共
省
フ
被
廃
候
力
、
有
様
大
限
等
之
論
弁
実

二
御
失
体
ヲ
極
メ
キ

涙
数
行
胸
理

一
杯

工
御
坐
一候
御
椎
想
可
被
下
候
、
尚
又
御
決
議

二
相
或

候

ハ
ヽ
御
内
々
為
御
知
可
被
下
候
、
御
報
告
延
引
如
斯

二
候
、
早
々
コ

首
拝

（
以
下
略

一ヽ′

（体呼
点
、　
一記
占
牛
引
的川
孝
じ

八
月
八
日
付
書
勤
に
よ
れ
ば
、　
一‐大
蔵
省
民
部
名

と
合
併
之
氏
は
大
侯
■

張

一
と
ぁ
る
よ
う
に
、
台
併
を
主
道
ャし
た
の
は
大
候
で
あ
る
事
が
わ
か
る
。

か
こ
の
段
階
で
は
、
ま
だ
合
併
決
行
一ま
で
は
い
っ
■
い
な
か
っ
た
事
が
、

後
段
？
当
分
は
現
在
の
ま
ま
の
方
が
よ
い
と
の
民
部
省
中
の
意
見
が
あ
る

の
モ
ー
考
慮
を
顧
ふ

た
い
と
あ
る
事
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
・る
。
ヤ
た
呑
岳

自
身
の
忘
向
と
Ｌ
イＬ
は

「道
理
工
而
は
至
極
至
当

二
候
得
”共
共
実
行
末
打

何
け
」
と
あ
る
■
う
に
、
合
併
に
は

一
応
反
対
の
立
場
を
表
明
し
て
い
る
。

た
カモ
ヽ
次
の
十
日
一付
の
書
勤
に
な
ス
）と
、
合
併
の
件
は
敵
藤
中一の
決
議
次
一男

て
致
し
方
な
い
が
、
合
併
た
な
っ
て
は
、
と
て
も
劇
分
で
は
勁
ま
り
，
ラ

も
ｔ
く
、
同
康
の
辞
田
正
臣

（民
部
大
丞
）
、
中
■
弘
毅

（同
上
）
、
十
手

一は

（
民
部
一権
大
丞
）
年
も

「京
旨
汁
ど

の
所
――
や大
蔵
有
へ
は
行
ノ
、ま
い
と

述
へ
、
免
職
か
さ
ム
好
一く
ば
辞
表
を
出
す
つ
も
つ
て
あ
る
と
決
京
あ

ほ
ど

を
記
し
て
い
ろ
し
、
更
に

「有
殊
大
限
等
之
諭
ズ
斉

二
御
失
体
々
極
メ
Ｌ

と
明
ら
さ
ま
に
大
限
を
非
難
し
て
い
る
。
大
峻
茉
の
支
持
一者
は
、
上
弥
万

井
上
馨
ほ
か
、
木
Ｐ
孝
元
、
伊
藤
！博
文
で
あ

っ
た
。
木
戸
は
、
大
限
が
大

蔵
大
輔
か
ら
民
部
大
哺
に
転
じ
た
直
後
の
七
月
二
五
日
、
伊
藤
備
一書
駒
で

■過
日
来
民
部
大
蔵

一
致
の
事
も
梗
々
腐
然
手
を
尺
し
候
得
ど
も
、当
り
降

」晟
野
い
一
廻
印
体
一『
巾
一」
権
【〕
中
弗
一キ
和
市
一セ
離
ィ
蒔
一腱
一
悲
般
敵
牡
・『

合
併
を
主
張
し
て
い
た
。
又
、
伊
藤
は

「
大
蔵

・
民
部
も
此
節
漸
合
併
、

市
塔

を
一作
す
る
・の
は
一！白
に

４

基

庸
一叶
些

ち

て
いる

。
こ

ネ
．知
ら
れ

る
こ
と
は
、
伊
探
、
大
限
ら
の
主
張
点
は
、
民
部
有
の
廃
止
↓
民
部
省
の

大
蔵
省
へ
の
統
合
に
あ
っ
た
事
が
祭
知
さ
れ
る
。
な
お
、
伊
藤

・
大
快
ら

の
意
図
と
メ
う
関
市
一す
る
か
、
あ
る
い
は
し
古
一い
か
判
然
と
し
な
い
ボ
一、

二
年
七
月
末
、
八
月
初
も
頃
と
思
わ
れ
る
。
大
久
保
利
通
の
三
条
実
美
究

政
府
職
制
改
一■
意
見
書
の
中
で
、
民
部
省
の
残
止
　
か
わ
つ
て
内
務
一省
の

（
Ｒ
〕

一球
立
を
Ｌ
一一一一Ｆ
子
、い
る
。

本
岳
の
原
一対
理
】
は
明
確
で
な
い
が
、
文
中

「
氏
部

ハ
天
下
之
根
・■

エ

に
処
、
共
省
を
被
廃
」
と
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
る

・にう
に
、　
花
及
、
か
な

う
の
権
限
を
附
与
さ
れ
て
設
置
さ
れ
た
、
民
邦
省
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る

動
き
に
対
す
る
よ
う
で
あ
ろ
う
。
松
平
春
括
工
と
も
に
、
民
部

・
大
蔵
両

名
合
併
に
批
判
的
で
あ

っ
た
の
は
、
広
沢
真
再
で
あ
っ
た
。
合
併
後
ま
も

一な
い
八
月
二
四
日
、
前
原

〓
証
に
苑

「元
角

一
事
我
ｉ思
ｉ
（
道
事
ア
レ
ケ、

卜
大
ト
カ
何
ト
カ
政
府

一．泊
丁

、
■
機
昧
フ
取
り
、
万
瑞
共
意
通
り
技
為



r,ヶ∩、
(、こr■リ

行
険
故
、
万
校
御
依
頃
／
姿

二
相
成
、
大
杵
大
蔵
宿
ア
ル
ノ
勢

二
相
成
い

政
府
ア
レ
ト
モ
ナ
キ
カ
如
キ
姿

ニ
テ
、
今
日
ノ
勢
ブ
レ
バ
、
（
日
政
府

′

評
献

ハ
貞
／
下
評
議

ニ
ン
テ
、
其
決
ヲ
大
蔵

二
取
ル
様
立
至
り
候

ハ
一々

然
」
で
あ
る
と
、
一民
部

・
火
蔵
省
の
専
横
、
勢
力
拡
大
を
非
難
し
、
子
●

原
因
ナ
一・し
て

「
大
股

（
ン
メ
共
同
気
相
集
合
候

ヨ
ブ
み
さ
」
つ
た
の
十
■

る
と
し
て
い
る
。
民
部
省
廃
止
を
く
い
と
め
た
の
は
、
春
岳
、
広
沢
年
”

反
対
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
形
式
上
合
済
は
民
郡

。
大
蔵
の
エ

列
と
な
っ
た
が
、
省
務
を
司
る
卿
■
大
輔
以
下
の
言
す
ぼ
両
一者
来
任
十
■
・

っ
た
し
、
春
岳
も

一
時
民
部
兼
大
蔵
卿
と
な
っ
た
も
の
の
、
八
月
二
二
”

に
は
大
学
別
当
療
い理
証
と
な
り
省
外
に
転
じ
、
彼
を
支
持
し
た
、
津
田

≡

中
村

・
林
も
去
つ
た
。
か
く
て
旧
民
部
色
が

一
掃
さ
れ
、
実
一質
的
に
阿
Ｌ

部
か
大
蔵
省
に
吸
収
さ
れ
て
、
大
蔵
省
首
導
下
に
民

・
蔵
行
政
が
実
抵
さ

れヽ
ず
、
い
つ
工に
。

以
上
み
て
来
た
ご
Ｌ
く
、
度
々
の
官
制
改
革
を
経
て
、
内
政
話
機
叩
！！ｉ

整
備
統

一
化
さ
れ
た
。
こ
の
頃
の
内
政
諸
政
策
行
政
に
お
い
て
、
民
政
☆

関
と
財
政
機
関
を
分
設
し
て
い
る
事
自
体
が
不
自
然
で
あ

つ
た
。

「人
茂

省
一↑
半
志
」
が

「
蓋
ン
両
省
管
理
ノ
事
務
タ
ル
常

一竹
此

二
交
渉
ス
、
■

時諭却庁術帥才併レ”卿中一打輔抱市内い期し二剣巧ヤ仰い和中時一“

の
情
況
を
正
当
に
と
ら
へ
て
い
る
。
か
か
る
意
味
て
大
限
ら

の
上
環

オ
一

道
理
二
而
は
至
極
王
当
」
で
あ
ら

た
。
だ
が

一
方
で
は
、
上
述
の
広
エ

春
岳
に
代
表
さ
れ
る
ご
と
く
、
反
大
隈

・
ア
ン
チ
人
茂
論
チ
生
み
出
Ｌ
十
．

い
っ
た
。
こ
れ
ら
は
版
籍
奉
遺
を
め
ぐ
る
、
知
事
の
処
遇
間
泡
世
袈
知
■

問
題
や
、
大
久
保

，
本
戸
ら
の
人
事
問
題
の
紛
糾
と
も
か
ら
み
あ
い
、
止

敵
諸
藩
没
収
地
八
百
万
石
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
日
内
的
、
対
外
的
に
ｔ

如

一
巾
十
部
韓
十
わ
知
犠
中
”
な
却
卯
詢
価 ャこ
計
ぃ
れ
岐
納

弗
赫

此
印
】
中

か
か
る
点
か
ら
、
明
治
政
府
の
権
力
自
体
も
、
幕
藩
制
的
分
権
的
性
件
≡

明
治
的
統

一
枠
力
的
性
格
の
梶
台
物
と
し
て
機
能
し
て
い
す
。
し
か
―
一、

モ
の
矛
盾
と
詰
制
約
の
な
か
で
、
向
ら
の
権
力
の
拡
大
―
中
央
実
惟
■
化

の
道
を
着
実
に
歩
み
続
け
て
い
た
。

明
治
元
年
十
月
の

‐落
治
職
制
」
は
、
明
治
政
府
の
藩
体
制
打
破
を
女
一

凹

≡卜，
つ
最
初
の
ア
ク
】ン
ク
で
あ
り
、
二
年
六
月

氾
恢
籍
奉
遠
」
と
落
仲
亨

に
対
す
る

「詰
務
変
キ
」
の
命
令
は
、
中
央
権
力

の
よ
り
強
大
た
諸
藩
・

の
侵
透
、
権
力
の
介
入
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
　

「
ヤ
いだ
、
藩
制
Ｌ
成

さ
れ
仇
ち
、
こ
れ
て
何
等
府
県
と
少
一ら
な
い
中
央
政
府
の
地
方
行
政
区
と

化
し
た
」
と
評
価
さ
れ
る

一
面
を
よ
ら

て
い
た
。
実
質
的
ド
完
全
な
地
方

行
政
区
と
な
る
の
は
、
廃
藩
置
県
以
後
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
政
行

の
か
か
る
方
向
へ
の
努
力
は
よ
り
府
一極
的
に
継
続
さ
れ
た
。

中
央
・集
権
化
併
進
の
主
導
的
担
い
手
は
、
国
内
行
政
の
圧
倒
的
部
分
を

占
有
す
る
、
会
計
古
―
大
蔵
省
、
民
部
官
―
民
部
名
↓
民
蔵
省
に
結
集
Ｌ

た
開
明
的
官
僚
で
あ
り
、
政
府
内
で
最
も
官
庁
組
織
の
培
石
た
、
行
政

一

Ｌ
卜
と
，個
人
的
結
か
付
＝
政
策
支
持
者
を
通
し
て
　
民
部

，
大
蔵
一行
政
を

展
開
し
て
い
つ
た
。
そ
の
民

・
蔵
省
に
結
集
し
た
＝
僚
は
２
表
の
ご
と
″
、

て
あ
る
か
、
彼
等
あ
省
外
に
お
け
る
支
持
者
と
し
】、
、
大
戸
、
後
藤
象
ｉ

郎
】年
が
い
た

（後
で述
）
。

ま
ず
、
三
岡
財
一峡
の
批
判
者
と
し
て
、
三
岡
八
郎

（
ｒ…―
一利
公
正
）
に
代

っ
て
会
計
官
副
知
事
に
就
任

（明
治
二
年
二
月
晦
Ｈ
）
Ｌ
ス
会
計
官
行
政

治
的

・
個
人
的
対
立
の
病
根
を
強
し
た
。
わ
恨
は
、
民
政
政
策
行
政
の
展

開
途
上
て
、
次
第
に
大
き
く
な
り
、
民
成
分
離
の
政
治
判
題
の
市
要
な
代

投
と
な
る
が
、
そ
れ
は
以
後
の
行
諭
で
述
べ
る
こ
ナ
と
す
る
。

章
六
１
）

明
治
太
政
官
Ｆ制
に
関
し
て
は
、
山
崎
対
照
『
内
閣
制
度
の
研
究
」・ｉ

稲
田
正
次

『
旧
一冶
憲
法
成
立
史
』
Ｌ
巻
、
竿
ャを
参
・照
さ
れ
た
い
。

（
２
）

遠
山
成
前
二

石
司
手
制
の
成
立
」
遮
山
茂
出

・
堀

江

央

一
柄

「
自
由
民
推
期
の
研
究
』
第

一
巻
所
取
諭
女
、
Ｐ
Ｓ
。

（
３
》

以
卜
の
詰
而
一度
に
関
す
る
法
令
は
、
す
べ
て
コ
は
規
分
類
大
ｉ
」十

か
ら
の
引
用
ネ

あ
る
。

（
４
）
　
『
世
外
井
上
公
伝
』
第

一
巻
、
Ｐ
仰
ロ

（
５
）

国
ヤ
国
会
図
書
館
承
政
資
料
埜

一
広
沢
Ｌ
に
女
君
」

（
６
）
　
『
伊
藤
博
一才
｛伝
』
上
去
一、
Ｐ
輔
ゃ

（
７
）

同
右
、
Ｐ
脚
ｕ

（
８
）
　
『
★
久
保
荊

拒̈
文
書
』
三
、
Ｐ
恥
。

（
９
）

前
掲
口
中
彰

「
明
治
誌
政
改
革
と
維
新
官
僚
」
Ｐ
ｌ２０
。

（
１０
）

津
田
正
所
〓
〔民
部
大
水
一↓
甲
郭

へ
、
八
河
一十
十
一日
任
）
中
村
一弘

猿

（
民
部
大
丞
↓
宮
内
杏
込
へ
、
八
月
二

一日
生
）
林
厚
徳

一
丈

部
権
大
ス
！
少
”

へ
、
人
月
二
八
日
任
）

（１１
）
　
「
大
蔵
省
沿
ヽ
史
」

「）明
治
前
期
財
政
経
済
史
村
生
成
」
第
二

ヤ古
、
Ｐ
側
中

二
　
民
部

・
大
蔵
行
政
の
展
開

廃
落
置
県
ま
で
の
明
治
政
府
の
経
済
的
〓
碑
減

、
林
落
体
制
下
で
の
、

貢
租
収
奪
体
ネ
の
任
長
て
あ
り
、
全
国
石
■
〓
千
万
有
十
の
、
申
府

・
朝

貞
任
者
と
な
っ
た
大
僕
の
新
政
併
十か
ら
ス
て
行
き
た
い
。
二
岡
財
政
の
破

一能
は

「全
国
の
人
賢

一
小
片
紙
を
抱
い
て
路
傍
中に
臥
死
せ
し
な
る
の
外
一「な

し
、
貨
幣
を
針
造
し
て
外
国
人
に
被
籠
絡
京
利
を
占
得
せ
ら
る
る
の
外
な

し
、
朝
廷

（を一
て
作
に

一
大
商
賀
の
極
損
亡
瓦
解
ギ
る
の
形
勢
ｒ
致
ら
し

な
る
の
外
な
し
」
ル
要
約
さ
れ
る
よ
う
に
、
大
政
官
札
の
失
敗
、
商
法
司

（
明
治
元
年
目
四
月
京
都
に
設
伎
、
つ
い
一
・大
阪
、
三
年

一
月
東
京
ｒ
設

た
）
に
よ
る
流
通
政
策
の
失
敗
に
あ

っ
た
。
商
一法
司
りは
、
全
国
各
地
に
商

法
会
所
を
設
・芭
し
、
曲一【両
に
強
制
的
に
資
牟
を
融
”け（し
、
兄

返

り

と
し

て
、
生
産
物
を
商
★
会
所
で
独
占
的
に
取
扱
う
事
に
よ
っ
て
、
分
散
仰
別

れ
な
流
通
網
Ｔ
流
通
過
程
を
、
全
目
的
規
慎
千
掌
握
統
制
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
ら
た
。
士
十政
官
打
”は
、
か
か
る
政
策
草
補
一の
た
め
の
台
飛
工と
し

て
用
意
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
ぅ
し
か
し
当
時
政
府
実
成
入
わ
づ
か
七
０
万

高
に
対
し
、
元
年
十
ま
で
の
大
政
官
札
発
行
傾
は

一八
四
万
両
弱
に
も
に

し
た
た
め
、
肛
度
の
イ
ン
フ
レ
＞
」な
り
、
兌
換
券
と
し
て
の
太
政
官
！礼
の

価
値
は
卜
落
一し
、
及
通
も
政
府
直
暗
府
県
に
お
い
ｆｔさ
え
充
分
な
流
通
を

み
な
か
っ
た
。
又
？
亡
″取
一引
面
に
お
い
て
は
、
対
外
請
目
は
も
ち
論
一、
貿

一坊
に
つ
た
が
る
国
内
取
引
面
て
も
大
政
官
札
は
拒
合
さ
れ
た
。
政
府
な
度

【
正
貨
同
様
の
通
用
を
命
じ
る
の
で
あ
る
が
的
共
は
な
か
っ
た
。
政
府

は
、

市
外
国
か
ら
の
太
政
官
礼
に
よ
る
関
机
納
付
、
正
金
と
の
交
換
要
求
こ
あ

っ
て
、　
つ
い
に
、
元
年
十
二
月
四
日
、
大
政
官
札
の
時
価
て
の
通
用
一を
布

・付
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
英
米
仏
独
伊
エ
ケ
固
去
使
か
ら
、
拝
札
、

悪
贋
貨
流
通
に
対
す
る
坑
議

（
二
年
正
月
）
汽
）あ
っ
た
ぃ
か
く
て
、
二
年

三
月
商
法
司
が
廃
一上
、
か
わ
っ
て
通
商
司

（始
あ

二
月
二
二
月
外
四
官
に

設
置
、
の
ち
、
Ｔ
月

一
十
（日
会
！計
官
に
移
官
）
か
設
置
さ
れ
、
大
降
い政
策
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口

摩

橋

口

宮

山

薩

豊

出

出

日

臣

佐

暮

分

山

幕

土

甚

大

下
で
の
行
政
が
展
開
し
て
行
く

大
隈
新
政
の
骨
子
は
、
幣
制
統

一
政
策
と
、
通
商
統
制
政
策
で
あ

る
。
通
貨
に
関
し
て
は
、
四
月
二
十
日
、
金
村
づ
時
価
通
用
再
禁
止
、

五
日
わ二
八
日
、
新
貨
鋳
造
の
た
め
と
し
て
、
牟
〒札
の
発
行
停
止
と
、

兌
換
期
限

（明
治
五
年
）
の
布
告
、
六
月
六
ｉ…１
、
金
札
流
通
の
た
め

府
藩
県
に
、
石
高
に
応
じ
金
札
を
下
付
し
、
金
銀
貨
に
換
納
を
命
じ
、

十
二
月
五
日
、
府
落
県
に
お
け
る
蒲
幣
製
造
た
通
用
停
止
措
置
と
通

貨
統
制
を
強
化
し
た
。
ま
た
忍
贋
貨
に
関
し
て
も
、
七
月
十
九
日
、

外
人
所
持
贋
貨
の
ｒＬ上貨
引
換
を
受
話
し
、
一
■
‐
一日
、
贋
貨
通
用
の

禁
止
と
庶
民
所
有
贋
貨
録
上
の
旨
達
、
十

一
月
九
日
、
贋
貨
変
換
の

た
め
石
高
に
準
じ
金
札
を
下
付
す
る
等
、
贋
貨
収
取
を
積
極
的
に
共

施
し
て
い
っ
た
〓

大
限
ら
に
よ
る
日
内
流
一通
政
策
は
、
通
高
司
を
涌
し
て
実
施
さ
れ

て
い
っ
た
。
■
年
六
月
の
大
政
官
布
迷
に
よ
っ
て
通
商
「

の
一権
快
を

み
れ
ば
、
金
融
一機
関
の
設
立

・
資
金
流
通
と
金
銀
相
場
の
牽
制

・
輸

出
入
商
品
の
管
理

・
ね
運
業
一経
営

・
株
仲
間
の
改
柄

白
商
朴
設
立

・

商
税
監
市告
・
守
々
国
内
帝
一業
活
動
の

一
切
を
統
晴
す
クる
も
の
と
し
て

（４
）

権
限
を
与
え
ら
れ
て
設
立
さ
れ
た
。
そ
し
モ
一
般
通
商
事
務
一が
、
一地

商
司
管
時
下
の
通
商
会
社
、
為
替
会
社
の
手
に
よ
っ
て
く
流
通
過
程

の
字
甲
収
一末
を
古委
現
し
て
い
】
っ
た
。

両
会
社
は
、
三
井

・
小
野

・
島
田
等
の
特
権
的
前
期
的
大
資
本
が

中
心
に
な
っ
て
構
成
さ
れ
た
。
通
商
会
社
は
、
為
替
会
社
か
ら
資
金

の
融
資
を
受
り
、
そ
れ
を
貸
付
け
つ
つ
、
諸
藩
地
を
合
め
た
、
全
口

各
地
の
株
仲
間
を
構
成
す
る
特
権
的
商
美
資
本
や
旧
来
の
地
方
商
人
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を
も
、
藩
の
統
制
力、
ら
切
離
し
、
地
方
商
社
へ
と
吹
娘
し

、
ほ
ぼ
強
制
”

に
、
通
商
会
社
に
加
入
せ
し
め
、
全
目
的

・
統

一
的
商
品
流
通
網
の
横
棄

を
は
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
外
国
貿
易
面
で
は
、
商
社
加
入
者
一以
外
の
キ
ふ

貿
易
取
引
を
拒
否
し
て
、
独
占
」
よ
う
と
し
た
。
為
者
会
社
は
、
か
か
毛

通
商
会
社
を
通
じ
、
又
は
直
一援
に
商
社
や
、
個
々
の
前
期
中
資
本
、
啓
ｒ

資
金
を
融
資
し
て
、
金
融
を
通
じ
て
商
業
統
制
を
有
な
っ
た
。
ま
た
、
な

幣
発
行
権
を
有
し
て
、
銀
券
、
銭
券
、
さ
ら
に
外
人
と
の
取
引
の
た
ぬ
一
・

洋
銀
券
も
発
行
し
た
。
こ
の
為
替
会
一社
の
資
金
の
貸
付
と
取
立
に
関
し
て
、

通
商
司
に
よ
る
強

い
指
導
性
と
保
誇
が
あ
た
え
ら
れ
て
お
り
、

「貸
下
オ
′

ら
れ
た
太
政
官
札
は
、
為
者

・
通
商
両
会
社
の
組
織
を
通
し
て
、
諸
畜
領

を
も
含
め
全
国
各
地
に
、
そ
の
流
浦
が
図
ら
れ
‥
…
代
り
に
正
管
一が
ひ
き

，■
う
れ
一収
府
の
手
‐甲
に
入
っ
て
め
ンく
」
も
の
で
あ

っ
だ
母

以
上
の
ご
と
き
、
通
商

・
為
替
面
会
社
の
組
織

を
通
し
て
、
全
目
的
汽

通
網
の
独
占
を
意
図
し
た
政
府
構
想
は
、
は
や
く
も
明
治
三
年
三

・
四
月

ご
ろ
、
力修
正
を
せ
ま
ら
れ
た
。
ま
づ
、
前
年
末
、
人
阪
涌
一商
会
社
に
よ
る

杵
外
？
者
の
外
国
貿
易
取
引
禁
止
に
対
し
、
外
商

か
ら
の
強
い
反
対
に
あ

っ
て
、
会
社
規
則
一を
改
正
し
、
三
年
二
月
に
は
、
通
市

・
為
替
両
会
■
号

批
則
改
正
に
よ
り
、
権
限
の
統
少
―
半
官
的
性
株
あ
削
除
一が
行
わ
れ
た
．

又
新
一興
の
市
人
層
に
よ
る
、
両
会
社
の
独
占
的
特
稚
的
商
一業
活
動
に
対
ャす

る
つ
き
あ
げ
も
あ
っ
た
。
更
に
、
か
か
る
両
会
社
権
限
の
減
一退
化
か
，ゥ一、

相
対
的
に
貸
付
資
金
の
未
回
収
部
分
が
増
大
し
た
）
そ
し
て
全
体
的
に
、

通
商
司
に
よ
る
流
通
由
に
お
け
る
統

一
・
集
権
化
と
そ
の
活
動
は
初
期
つ

（６
）

意
図
に
も
か
か
わ
ら
す
、
停
滞
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。

二
年
は
、
東
北
・
越
後
地
方
を
頂
点
と
し
て
、
全
目
的
な
凶
作
で
あ
り
、

注
氏
の
不
穏
■
動
向
ぶ
め
だ
っ
た
。
農
民
の
要
求
を
受
Ｌ
め
た
地
方
年
か

ら
は
、
度
々
政
府
に
租
杭
減
元
の
要
求
が
出
さ
れ
た
。
Ｌ
か
し
、
民
成
省

は
、
租
税
減
収
か
広
ャで
るヽ
政
府
財
政
の
破
綻
を
阻
止
せ
ん
，Ｌ
し
、
こ
れ
ら

●
要
求
を
す
べ
て
ヽ
一否
し
、
逆
に
地
方
官
に
対
し
て
、
抗
制
と
監
告
を
強

化
し
、
租
税
収
奪
を
疎
行
し
よ
う
と
し
た
。
当
】然
、
こ
れ
ら
の
民
蔵
省
の

強
硬
な
〓
揺
た
対
Ｌ
て
、
反
援
が
起

っ
て
′
、る
。

か
く
て
民
蔵
行
政
は
、
三
年
二

・
四
月
頃
に
お
い
て
、
詰
狂
の
面
か
ら
、

故
変
が
要
求
さ
れ
、
高
名
あ
急
進
的
か
つ
な
便
な
　
商
業

・
流
通
面
Ｌ
於

け
る
全
国
的
十統

一
化
集
権
化
は
、
い
き
つ
ま
わ
つ
つ
あ
り
、
租
札
収
奪
体

．ネ
の
改
革
よ
主
（求
さ
れ
つ
つ
あ

っ
た
。

民
蔵
省
行
庁政
に
対
す
る
批
判
は
、
民
政
の
第

一
縦
に
た
つ
政
府
高
帖
肘

共
地
方
冨
か
ら
す
る
ど
‘
出
さ
れ
た
。

木
場
伝
内

（薩
芹
）
は

呂
氏
部
大
蔵
は
党
を
結
ひ
て
己
｛守
申一を
と
イ

と

（父ｕｉ）
す
‐」
と
属
【蔵
！省
の
お
小柄
な
政
策
実
施
態
度
を
非
郎
し
て
い
る
が
、
同
四
，

★Ｆｉ
事
松
方
正
義
は
、
丁
年
四
月
、
管
惜
下
の
差
商
民
の
窮
状
を
日
の
前
に
、

民
蔵
政
策
を
具
体
十的
に
次
の
よ
う
に
批
判
し
た
。

「
民
部

・
大
蔵
は
旧
幕
に
も
無
き
税
金
、
近
日
既
に
二
衛
条
発
今
せ
り
、

如
此
民
心
を
不
祭
乗
飲
耳
に
気
を
付
天
下
の
民
政
基
本
相
立
可
中
や
、

成
程
士
農
工
帝
一共
租
祝
を
収
き

べ
き
は
工
れ
至
当
の
事
な
が
ら
事
を
旭

すヽ
は
第

一
順
序
時
所
も
可
石
之
は
必
然

（中
略
）
凶
荒
之
折
柄
に
臨
み

醤
油
屋
、
或
は
博
労
如
き
之
新
税
を
命
ず
る
奈
り
苛
政
と
や
い
は
ん
、

強
々
た
る
事
と
や
云
は
ん
、
彼
之
通
商
司
に
税
之
全
確
を
御
与
え
相
成

候
散
・如
此
弊
は
出
て
中
候
半
、
彼
等
杯
商
人
気
取
に
て
卒
然
地
方
官
に

命
ず
、
鳴
呼
大
息
の
至
り
、
願
は
く
は
訂
時
和
税
増
加
或
は
新
規
に
始
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女表も同じ.

ま
る
如
き
の
税
は
措
て
可
な
ヶ
押
」

一一印一」中印大突（府̈中中『申」の中け的帥水中的候二て軸帥一中申一「一“

阪
府
に
お
い
て
大
蔵
省
布
達
の
公
布
を
中
止
す
る
Ｉ
う
な
事
も
あ
ら
た
ｕ

又
弾
正
台
か
ら
は

「
（民
蔵
省
は
）
民
間
ノ
疾
告

フ
願

ハ
ス
萄
モ
栞
舷
，

多
キ
ヲ
以
テ
治
法
第

一
卜
称
シ
徳
酸
日
二
廃
シ
吏
民
交
唯
利
是
営
候
挙
■

成
遂

二
民
心
離
畔
ヲ
来
シ
天
下
瓦
解
ブ
基
フ
醸
シ
可
申
既

二
今
日
其
形
争

判卿帥序離帥中」蟻却鶏帥蜘市一待求苛ノ蜘帥脚際的静”掬却聴申卓ヽ

民
部

・
大
蔵
両
省
の
分
離
を
、
二
年
十
二
月
の
時
点
千
・早
く
も
主
張
し
た
。

か
か
る
民
蔵
省
行
政
批
判
の
背
景
に
は
、
民
心
の
動
向
が
Ｅ
要
な
Ｌ
言

を
占
め
て
い
る
。
３

・
４
奏
は
明
治
初
年
の

一
推

（史
民
陵
便

・
都
市
電

曇
を
含
む
）
件
数
と
、
そ
の
地
域
別
、
及
び
諸
藩
と
政
府
百
塔
府
県
と
●

比
岐
を
試
み
た
統
詞
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
て
、
ま
ガ
第

一
に
、
明
治
一　
ラ

ニ
年
に

一
探
件
数
が
集
中
し
て
い
る
事
、
そ
し
て
第
二
に
、
民
蔵
行
政
↑

担
当
＝
分
た
る
、
直
特
府
県
と
、
諸
藩
領
有
地
と
の
支
配
地
域
の
量
的
≡

に
比
し
て
、
府
県
の
ほ
憂
件
な
か
黒
常
に
多
い
事
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
一
鉄
の
内
容
に
関
し
て

（明
治
三

・
三
午
）
田
中
杉
氏
の
分

析
に
よ
れ
ば

「
要
求
内
容
が
、
言
一租
減
兎
な
ど
を
も
む
収
変
・反
対

（
Ａ
，

お
よ
び
凶
作

・
米
価
隣
貴
等
に
す
る
経
済
的
困
窮

（
ｎ
）
に
圧
倒
的
な
文

重
を
不
し
て
い
る
こ
と
が
よ
み
と
れ
る
。
そ
れ
に

つ
い
で
、
政
権
転
換
Ｆ

伴
う
政
治
へ
の
不
満

・
要
求

（
Ｃ
）
お
よ
び
、
村
伐
人
そ
の
他
の
村
政
を

ヽ
ゃ
る
比
削

（
Ｄ
）
と
な
る
が
、
Ａ
と
Ｂ
お
よ
び
Ｃ
」
Ｄ
は
一相
互
に
日
一Ｌ

―
‐‐―
型

拓
　
，】

一

中
畔
舛
中
］
府
・中
読
中輸
一）率
一申
輛
中的
中
靭
鞘
抑
『
ヤ
印
一中
キ
わ
探
中
鋤
判
卜
“
巾
一わ
一

一
族
は
、
必
ら
ず
に
も
、
直
接
的
に
政
府
の
新
政
反
対
―
対
権
力
的
ほ
確

と
は
云
え
な
い
ま
で
も
、
政
府
首
脳
―
地
方
官
「に
と
っ
イ
ミ

か
か
る
熙
一心

●
動
向
、
不
槽
は
無
視
し
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
式
蔵
行
政
批
判
の
“
要

な
ポ
イ
ン
ト
ナ
千な
っ
て
い
る
。

民
部

・
大
成
密
の
急
進
的
統

一
化

・
集
惟
化
政
策
行
政
は
、
次
第
に
、

一
Ｌ
の
破
綻
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
つ
た
が
、
そ
の
過
柱
は
、
同
時
に
政
府
危

一歳
を
生
み
出
し
、
洋
弥
一化
さ
せ
る
過
程
で
あ
っ
た
Ａ
す
で
に
述
ダ、
た
ご
と

く
、
大
政
官
礼
と
劣
一暮
賞
幣
の
流
通
に
よ
る
物
価
推
貴
、
洪
民

一
捺
の
如

充
、
通
商
司
政
策
に
対
す
る
詰
外
】国
か
ら
の
抗
十歳
力、
あ

つ
た
。
ま
た
、
一代

茂
竹

「進
歩
派
」
に
対
す
る

「ｉ保
守
派
」

……―！
分
の
攻
勢
と
し
て
、
蝉
に
台

り
鉄
道
建
設
反
対
を
含
め
て
の
民
一成
竹
非
距
と
、
一
年
九
月
の
大
村
益
次

郎
暗
殺
事
件
に
関
し
て
の
、
保
守
分
ｒ
の
犯
人
へ
の
同
竹
論
に
よ
ろ
仇
刊

問
題
の
紛
糾
が
あ

っ
た
。
版
籍
本
還
を
画
期
と
す
る
諸
藩

〈、
の
政
府
権
力

●
介
入
―
領
石
制
解
体

・
中
央
集
権
化
促
迂
を
・は
化
し
た
が
ら
、
そ
れ
に

対
す
る
反
駿
、
即
ち
縁
十特
藩
に
お
け
る
反
政
府
感
情
の
高
〓ま
り
、
兵
州
藤

に
お
け
る
脱
捉
肢
動
年
の
危
機
的
情
況
を
Ｉ
生
さ
せ
た
。
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「詢

こ
う
し
て
、
維
新
政
府
ほ
、

そ
の
誕
生
以
来
一最
大
の
危
，械

に
直
画
し
た
。
政
府
は
由
か

ら
の
世
”構
ナ
政
策

・
一行
政
の

改
い■
生
要
求
さ
れ
た
。
そ
れ

は
、
ま
づ
民
前

・
大
成
両
竹

の
紡
談
と
い
う
政
治
一問
返
の

形
ｔ
表
一山
化
し
た
。

証
（
１
！
　
丹
羽
邦
写

『
明
治

↓維
新
の
上
地

変
■
己

一Ｐ

‐２５

●

（
２
↓一

人
久
保
刊

訴

一涌

「
政
治
史
皿
』
体
系

日
本
児
誰
書
Ｊ
、
Ｐ

，
ユ
）

『
伊
藤
出
文
伝
」

上
、
Ｐ
５７２
‐
開
０

（
４
）

『
明
治
は
政
左
』

十
一
千
巻
、　
Ｐ
削
。

↑
∴
）

丹
羽
邦
男
前
掲
書
、

Ｐ

９８

ｏ

（
●
）

通
商

・
為
替
面
会

社
に
関
し
て
は
、
一丹

羽
氏
の
前
掲
書
、
及



r?76ヽ

び
、
中
村
荷
美

「
明
治
初
期
の
経
済
政
策
―
通
商

・
為
替
両
会
社

９
役
割
」
Ｆ
Ｔ十学
雑
誌
』
第
六
八
編
、
の
先
学
の
業
積
か
ら
学
び
、

か
つ
、
私
な
り
に
要
約
し
た
ヽ
の
で
あ
る
。

↑
し
　
一原
口
清

「
落
体
制
の
解
体
」

司
岩
波
講
座
　
】日
本
歴
史
　
近
代

Ｐ
」
Ｐ
３５
，
３６
●

（
８
）
　
「
大
久
保
利
通
関
係
文
書
』
三
、
Ｐ
凹
。

（
９
）
　
『
公
爵
松
万
正
義
伝
』
乾
、
Ｐ
抑
。

（１０
）
　
『
大
隈
信
十八
―
五
年
史
』
１
、
Ｐ
３‐７
０

分
・．
）・

『
大
久
保
一利
通
文
書
』
三
、
Ｐ
３７５
ｏ

会
貶
）ャ　
司
法
規
分
類
大
全
』
第

一
編
、
巻
７
、
Ｐ
折
。

余
距
〕ヤ　
町
中
彰

「
明
治
落
政
改
革
Ｌ
維
新
官
僚
」
（稲
田
正
次
編
、
思
嶋

治
国
家
成
立
政
治
過
程
』
所
収
）
Ｐ
ｍ
。

〓
一　
民
蔵
分
離
の
政
治
過
程

民
■

・
大
蔵
省
に
対
す
る
、
政
府
内
外
か
ら
の
批
判
の
高
ま
り
の
中
〓

民

・
蔵
改
革
問
題
が
中
央
政
局
で
に
つ
ま
っ
て
行
っ
た
の
は
、
明
治
三
十

二
月
頃
か
ら
で
あ
る
。
若
倉
具
机
は
覚
児
島
か
ら
東
上
途
中
の
大
久
保
に

苑
、
三
一月
二
日
付
書
輸
で

「今
日
之
所

二
而
は
強
而
た
事
も
無
之
候
、惣
水

文
面
之
所
六
平
格
候
得
共
内
外
議
論
多
ク
殊
に
民
古
物
談
不
少
是
計
り

か

原
懸
念
倭
一　
　
両
四
両
老
卿
、西
郷
氏
、
足
下
、木
声
等
出
府
の
事
屈
精
市

（
‐
・）

一侍
中
居
候
ご

と
書
ま
っ
て
い
る
。
前
述
の
ご
と
く
、
二
年
後
半
は
詰
海
石

未
解
決
問
題
を
か
か
え
政
府
崩
壊
の
危
機
を
ま
ね
い
て
い
た
。
こ
こ
で
政

府
首
悩
は
島
汁
久
光
、
一毛
利
敬
親

・
西
郷
隆
盛
を
政
府
に
呼
び
寄
せ
、
直

長
提
携
―
―
版
籍
基
景
一方
式
の
再
現
に
よ
る
事
態
貯
取
を
企
日
し
て
、
人

久
択
、
木
戸
を
落
地
に
送

っ
た
。
し
か
し
、
木
戸
は
長
州
藩
話
隊
脱
退
騒

動
に
ま
き
こ
ま
れ
、
大
久
保
歩
一迎
え
た
鹿
児
島
の
限
も
冷
や
か
で
あ

つ
た
。

「
両
国
両
老
卿

・
西
郷
」
の
政
府
出
仕
策
は
技
維
し
た
。
木
戸
は
藩
地
に

と
ど
ま
り
、
騒
動
の
鎮
圧
に
努
め
る
が
、
大
久
保
は
上
京
、
十

一
日
に
枝

浜
者
、
十
四
日
夜
、
岩
倉
を
訪
問
し
た
。
大
久
保
一の
日
記
に
は

「右
大
車

（２
）

大
「摯
言
共
余
諸
省
年
一文
酷
字
を
尽
す
を
以
云
末
ユ
・中
上
候
」
と
し
か
み
え

た

す
か
、
ド
【蔵
！問
頼
Ｔ
↓
「
然
話
一想
に
な
っ
た
で
あ
一ろ
う
。
‐十
八
日
に
は
、

二
条
邸
に
岩
合
、
大
久
保
、
広
沢
、
佐
々
木
高
行
、
副
島
在
巨
が
参
集
し

た
、
こ
の
時
確
認
さ
れ
た
事
は
、
参
議
は

一
店
噴
発
し
、　
一一条
実
美

・
岩

・（ｏウ
）

合
は
牢
先
し
て
詰
省
【を
率
い
て
行
く
と
い
う
漢
然
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た

れ
、
こ
の
意
は
（法

重
要
一ビ
あ
る
。
つ
ま
り
、
右
大
臣

，
大
納
言
以
下
参
議

の
Ｈ
浦
―
―
「
政
府
六
を強
化
策
か
、
切
迫
し
た
政
情
打
開
の
た
め
小り
最
良

Ｐ
末
と
し
て
提
言
さ
れ
て
た
り
、
こ
の
事
は
、
薩
長
提
携
―
―
推
藩
依
拠

政
一一束
の
崩
！理
の
エ
ド
自
覚
さ
れ
た
一も
の
で
あ

っ
た
。
従
っ
モ

「
人
政
府
も

，
せ
ら
れ
債
勢
‐
ド
あ
る
民
部
大
蔵
省
中は
、
こ
の
時
点
で
大
一体
に
於
い
イ
く

分
一，柳
へ
の
レ
ー
ル
【
・放
か
れ
た
メ
】ス
テ
一る
。

当
時
、
民
武
告
に
関
し
て
政
府
首
脳
の
間
に
は
、
人
事
の
交
代
に
よ
る
（
４
●

政
十牛
案
と
、
完
全
な
分
離
と
、
い
わヽ
ば
緩
急
二
つ
の
改
キ
す
ラ
ン
ドか
あ
り
、

人
ス
保
は
前
者
の
立
場
を
と
つ
て
い
た
。
後
者
は
広
沢

・
副
島
あ
た
り
か

十も
し
れ
オ
ぃい
が
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
人
一学
問
願
だ
関
し
て
は
、
か
な

トリ
の
立忠
甲
ボ
ウ
キ『和一立
、　
力籾
一科
が
な
一じ
る
の
で
工
攣
る
ボ
々
、
〈宝
休
Ｈ，と
し
イー
天
力合
体

路
繰
の
上
で
事
志
が
進
展
し
て
い
っ
た
。
人
事
は
他
の
話
■
―
―
弾
正
台

・
兵
部
省
等
に
も
及
ん
で
い
る
か
、
民
蔵
省
に
関
―
・て
の
み
取
上
る
Ｌ
を

■
Ｆ
～
も
コ
■
し
た
に抹
に
、
一
智
し
く
一
中
オ
十
４
大
・
一付
一に
涌
ｆ生
。
，上
野
生
昼
刊

（〔中以

一  ヽ心 一―

`277う

上
薩
藩
）〓
林
友
章

・
出
尾
庸
三

・
井
上
勝

（以
■
長
州
）
・
島
性
精

（★
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久
保
の
側
近
で
あ
る
か
大
久
保
も
、
林
を
推
薦
し
ｔ
い
た
し
、

「吉
オ

・

得
能

・
林
等
ノ
事
昨
夕
宇
和
嶋
入
来
、
大
隈
、
伊
藤
何
レ
も
更

二
存
具
ナ

イ
一
と
い
う
よ
う
に
、
伊
達
宗
城
、
大
隈
、
伊
藤
と

い
う
民
蔵
省
首
格
了

解
の
上
で
の
人
事
を
あ

っ
た
。　
一
見
、
大
久
保
派
を
民
蔵
一省
に
送
り
込
む

彗
た

よ
る
テ
コ
入
れ
的
様
相
を
示
し
な
が
ら
、
山
尾
、
十
■
等
の
長
州
両

の
新
任
も
あ
り
、
一依
然
と
し
て
派
閥
的
に
は

′、
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
て
い
る
。

従
っ
て
こ
の
人
事
は
、
大
久
保
派
に
よ
る
、
民
蔵
省
（
ゲ
モ
ニ
ー
を
め
ぐ

っ
イ
の
巻
き
返
し
を
意
味
す
る
人
事
で
は
な
く
、
従
来
の
民
蔵
省
首
悩

こ

大
夕
、保
路
線
と
の
妥
協
に
よ
る
、
民
蔵
省
改
革
家
の
実
施
過
程
で
あ
る

こ

ム
え
よ
う
。
こ
の
事
は
、
大
久
保
Ｌ
大
限
の
和
解

・
妥
協
の
成
立
が
背
景

と
な
っ
て
い
る
。

大
久
保
日
記
、
三
月
二
九
日
に

「
今
夕
大
限
子
入
来
格
別
是
ま
で
乏
事

悔
悟
と
相
見
得
成
功
を
急
て
は
成
ら
す
是
非
末
行
届
を

（
責
鉄
れ
と
の
手

共
外
種
々
懇
話
承
ル
小
生
も
不
桂
喜
赤
誠
を
，
テ
遇
し
置
候
」

と
あ
る
が
、
こ
空
回
談
の
模
様
を
岩
倉
に
報
じ
た
中
で
、
大
隈
が
、
東
・蔵

省
と
政
府

（大
臣

・
納
言

・
参
一志
）
と
の
意
思
●
疏
通
を
欠
き
、
民
茂
省

政
策
の
急
進
的
で
あ

っ
た
非
を
認
め
、
政
府
―
‐―
大
久
保
の
利
吉
も
国
ら

語
り
理
解
し
た
事
を
記
し
て
い
る
。
大
隈
と
大
久
保
の
対
立
、（猟
情
的
も

つ
れ
は
、
こ
こ
で
大
い
に
ほ
ぐ
れ
た
と
受
取

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

人
事
問
題
の
紛
糾
は
、
首
脳
ク
ラ
ス
の
処
遇
を
め
ぐ

っ
て
展
開
Ｌ
た
。

発
端
は
副
島
、
斎
藤
利
行
の
人
事
に
関
す
る
も
の
で
、
つ
い
で
．木
声
、
後

藤
象
二
郎
、
さ
ら
に
は
大
久
保
、
岩
倉
の
進
退
問
題
ま
で
発
展
し
た
。

大
久
保
は
、
三
月
十
九
日
こ
ろ
参
議
副
島
種

（
臣
艶
刑
鄭
大
輔
の
斉
藤
利

行
を
待
読
，
こ

て
〒
一皇
側
近
へ
の
転
任
を
提
案
し
た
。
と
同
時
に
木
戸

・

後
藤
の
人
事
毛
問
題
と
を
っ
た
。
両
人
と
も
に
前
年
七
月
以
来
中
央
政
権

か
りヽ
ま退
ポ
・か
っ
て
‐、一キに。　
孝
ど
」
で
十全
Ｐ
ル
こキ
ク葦
中・と
し
て
一以
”府
に
油
午
た
ん
”ン
一

Ｌ
た
の
で
あ
ヤる
。
こ
の
拝
一案
は
お
そ
ら
く
岩
合
辺
か
ら
出
た
も
の
ン
一解
さ

れ
る
。
大
久
保
よ
・反
対
イ
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
積
極
的
に
支
持
し
た
よ

う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
人
事
に
関
し
て
店
沢
が
反
対
し
た
。
理
由
は

い
そ
ら
く

「副
氏
素
り
必
用
（
可
欠
人
妹
逆
退
杯
被
申
」
と
い
う
よ
う
な

処
に
あ

っ
た
。
副
島
も
勿
諭
不
満
で
あ

っ
た
。
広
沢
は
二
十
四
口
脱
週
騒

動
事
後
処
理
の
た
ち
出
ロ
ヘ
卒
咲
ノ
た
０
こ
の
後
、
副
島
の
説
得
に
は
大
久

抹
が
あ
た

っ
た
。
結
局
こ
の
問
題
は
、
四
月
七
日
に
至
り
、
木
戸
を
参
議

に
、
徳
一藤
を
待
詔
局
に
登
庸
、
又
副
島
は
参
議
ナ
し
て
残
留
す
る
事
で

一

（
１１
一）

応
の
結
一着
を
み
、
木
戸
の
上
京
待
と
な
っ
た
。

叫ねＡ月に十一一学中呼哩体や中事緯一印抑納一】一★や中・＋車言ヵ、卜ゎ中靴一軸中中印降

落
主
、
藩
士
潜
Ｌ
の
提
携
方
策
と
の
訣
別
を
意
味
し

「断
然
方
向
と
改
」

め
る
企
図
の
上
に
た
っ
Ｋ
な
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
即
ち
「君
徳
培
養
」

「御
補
導
」
に
よ
る
天
皇
権
威
の
構
築

・
強
化
。
そ
の
天
皇
の

「炭
断
を

以
テ
天
下
フ
統
御
ス
〃
卜
申
フ
大
目
的
」
と
し
、
そ
の
下
に

「
右
府
公
納

言
参
議
諸
省
共
職
享
フ
発
る
ゝ
ま
で
尽
し
政
府
話
省
手
押
じ
一如
く

一
身
ク

抑筆蒋一印十れま巾！諦！毅諏貯伸葬『帥・掟れ」瑞年義帳華！一方っ韓門卜‐

大
臣

・
納
三

ｉ
参
一談
の
結
果
に
の
み
政
府
強
化
の
道
を
求
め
た
、
三
職
政



(Z/bリ

府
的
性
格
を
修
工

・
改
＋
し
、
話
を
を
く
み
込
ん
た
天
皇
を
頂
点
と
す
ヤる

三
職
≡
詰
省

一
体
中化
し
た
政
府
機
構
の
樹
立
＝
政
府
強
化
を
意
図
す
る
も

的
一許
陶
政 っ
確
呼
は
，呼
一球
諏
輛
兼
弛
岬
軒
，
説
頗
却
一帥
巾
荘
才行
・録
中
晦
〓
性

除
し
、
廟
議
の
権
、顔
の
強
化
の
み
を
は
か
ろ
う
と
す
る
政
府
の
傾
向
に
対

し
、
大
納
言

・
参
！試
を
廃
止
し
、
各
省
卿
が
直
接
廟
議
に
参
加
し
、
■
右

大
臣
と
と
も
に
大
政
官
―
政
府
構
成
長
た
ら
し
め
よ
う
と
容
一図
し
た
事
が

あ
っ
た
が
、
再
び
か
か
る
意
見
の
修
正
案
を
提
出
し
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
こ
に
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
、
民
蔵
省
行
政
専
行
に
対
す
る
反
省
の
あ
Ｌ

か
圧
然
と
し
て
い
る
。
副
島

・
斉
藤
の
侍
読
転
出
は
か
か
る
方
策
の
特

歩
で
あ
り
、
齢
沼
と
の
脈
路
を
通
じ
る
た
め
、
各
名
一
名
づ
つ
の
政
府
一、

の
格
一撲
登
席
案
も
一以
上
の
証
左
と
な
ろ
う
。
木
声
の
参
誌
一登
用
主
張
も
、

い
い
仇
邦
抑
鵡
申
十韓
力ヽ の
一
報
中
ｔ均

巾
儀
怪
キい
晦
儀
一舶
悔
姫
曲
』
一一
義
ヤ噺
ｒ

ｔ
な
ら

「木

（
戸
聯
十族
千
人
出
テ
来
り
候
と
も
利
涌
に

ヽ
ひ
て
ハ
寸
分
も
忠

る
ミ
処
無
御
座
倭
ご

と
あ
え
て
云
い
切
れ
る
の
で
あ
る
。

木
戸
は
六
月

一
日
横
浜
に
上
陸
し
た
。
木
戸
参
一志
就
作
〓説
得
役
は
、
ま

つ
一
足
先
に
上
京
し

て
い
た
広
沢
が
あ
た
っ
た
。
し
か
し
結
果
は

「
四
百
、

参
議
円
命
広
沢
よ
り
間
、
心
事
を
吐
露
し
百
方
謝
併
す
、
キ
甚
だ
難
し
一

で
あ
っ
た
。
五
日
、
山有
倉
を
訪
問
し
辞
退
を
告
け
、
七
日
、
■
友
手
の
乱
得

も
辞
し
、
八
日
、　
一一条
か
ら
の
使
い
に
も
辞
退
力
・一口げ
た
。
し
か
し
一≡
ｒ

に
九
日

「
不
得
止
暫
時
奉
職
の
事
」
に
翻
意
し
編
モ
し
か
し
問
題
は
こ
●

あ
と
で
複
雑
化
―
ン
た
０
十
六
日
、
本
戸
は
三
条
へ
行
き
、　
一‐回
事
御
白
秩
、

数
件
建
百
、
大
隈
！登
用
の
件
」
を
会
法
、
参
議
就
と
の
条
件
を
提
示
し
た

の
で
あ
る
。
内
容
は
、
十
七
日
に
伊
藤
に
売
て
た
書
輸
一」知
ら
れ
る
の
で
、

繁
雑
か
も
知
れ
ぬ
が
「耐

せ̈

て
お
く
。

（前
サ
蔽
じ

禍
一呂
徳
一藤
よ
り
も
ち
ら
と
承
り
候
処
、
実
に
民
部
大
蔵
の

悪
日
不

一
形
、
宇
内
の
大
勢
如
此
相
迫
り
居
候
折
柄
、
か
く
ま
で
も
世

間
の
不
，相
閉
圭
ん
帯
「
浩
数
の
至
に
て
、
於
政
府
も
一別
途
を
大
事
と
被
思

交
候
へ
ば
、
本
一御
奮
故
固
腫
を
御
打
雄
き
無
之
て
は
不
相
済
候
処
、
却

て
共
団
嘔
の
機
一嫌
而
主
御
窺
被
成
候
様
に
て
は
、
他
年
減
亡
は
中
ま
で

も
無
之
、
具
卵
あ
勢
吉
付
、
今
日
に
詰
度
御
顧
慮
不
被
為
遊
て
は
、
頁

以
御
人
事
と
本
存
候
辺
も
言
上
仕
、
尚
足
チ
々
十
昨
年
来
も
建
言
仕
候

通
大
限
を
参
議
た

い
た
し
、
民
部
大
蔵
の
処
を
王
々
引
受
け
、
性
候
て
、

討
省
の
咋
一も
相
改
も
、
可
子
の
権
を
与
（、
、
不
可
談
の
権
を
保
ち
、
各

共
宜
を
得
候
た
き
は
、
随
て
目
的
も
相
立
、
漸
々
実
事
も
可
相
挙
と
本

存
候
に
付
、
チ
共
コ
を
必
死
に
相
尽
し
置
中
候

（後
略
）

六
戸
の
論
理
は
、
民
蔵
省
に
対
す
る
非
難
は
、
民
蔵
省
政
先

・
行
政
を
理

母
し
え
な
い
　
不
相
開
」
人
々
＝
回
距
の

／
ア
、
■
つ
干一難
て
あ
る
。
こ
の
回

准
は
断
阿
打
破
し
な
く
■
は
な
ら
な
い
、
そ
の
た
め
に
は
、
人
隈
ケ
参
試

に
登
用
し
、
更
に
民
部
大
成
両
省
を
管
晴
せ
し
め
、
し
か
も
両
者
に
は
、

一寸
ク
ベ
き
確
あ
と
子
た
、
社
一べ
か
広
ｒ
●
る
杵
」を
得
一た
せ
な
，ヽ
てヽ
は
な
ら
ネ
一
い
、

舟
ち
、
云
わ
ん
と
Ｌ
て
い
る
所
は
、
如
何
な
る
非
難
、
批
判
が
あ
ろ
う
と

も
、
そ
れ
を
圧
殺
し
従
来
あ
民
蔵
政
治
を
才
妥
陽
的
に
徹
底
せ
し
め
、
　
ｔ
ｌ…

う
い
っ
そ
う
、
大
眼
と
、
そ
の
管
皓
下
に
あ
る
両
君
の
権
眠
を
強
化
苫

せ

よ
う
と
す
る
も
の
イ
あ

っ
た
．
先
に
述
べ
た
土
う
に
、
人
久
休
の
と
図
は
、

詰
省
の
に
限
を
制
限
し
、
省
を

一‐政
府
」
ｒい手
足
の
ご
と
く
隷
属
せ
し
め

る
と
同
時
ヤニ
、
詰
省
と
の
意
志
の
ャ疏
通
を
よ
か
り
つ
つ
、
政
府
忘
煮
あ
も
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と
に
、
諸
省
を
領
導
し
て
い
こ
う
ン
す
る
も
の
で
わ
っ
た
。
そ
し
て
、
Ａ

久
保
の
言
葉
を
か
り
れ
は
民
蔵
省
の

「今
す
る
処

一
つ，と
し
て
人
心
に
と

（
２．
）

Ｌ
候
事
無
之
」
実
態
―
急
進
的
詰
政
策
を
改
め
、
人
心
に
通
合
す
る
Ｗ
と

的
政
策
を
も
っ
て
そ
れ
に
代
え
る
事
を
ひ
そ
か
に
忘
日
し
て
い
る
の
に
―…‐‐
一

し
て
、
木
戸
の
意
見
は
、
根
本
的
に
対
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
計
に
、
ｔ

の
独
日
性
の
強
化
、
志
准
一論
の
無
限
の
拡
張
さ
え
，
か
か
わ
れ
る
も
分
．ｔ

あ
る
。
本
Ｐ
意
見
か
実
現
さ
れ
る
た
ら
は
、
大
久
保
等
の
、
こ
れ
ま
で
，

「大
政
府
も
圧
せ
ら
れ
る
」
様
な
壮
悲
の
改
革
を
意
図
し
た
努
力
は
、
中
，

氏
か

ら
く
つ
れ
る

）と
と
な
る
。
か
く
て
民
蔵
問
題
の
紛
争
は
最
一高
＝
と

岸
し
た
。

点
点
は
大
隈
問
題
に
し
ほ
ら
れ
た
。
大
隈
の
参
議
登
府

（木
戸
提
交
上

に
よ
け
る
）
に
対
し
て
は
、
大
久
保
一
・
副
島

・
広
沢
が
低
夜

に
厚
対
し
た
。

件
々
水

・
斉
藤
は
大
体
中
立
的
立
場
で
あ
り
、
特
に
反
対
で
も
た
か
っ
十
一

よ
う
で
あ
る
。
木
戸
茶
の
支
持
者
は
〓

‥条
で

一‐大
候
を
参
話

に
登
用
、
共

打

・
大
蔵
の
装
も
当
分
掛
り
被
仰
付
候
時
は
自
ら
収
府
の
権
力
も
強
く
＝

（
一“
）

成
―ｌｉ‐―
重
の
夏
無
シ
一芳
両
方
の
御
為
に
も
相
成
る
べ
し
に
ナ
一止
べ
て
い
と
ぅ

六
月
十
九
日
に
は
、
大
久
保
は
　
も
は
や
無
致
方
争
御
庫
反
間

一
方

二
舟

者
いし
て
木
後
大

（木
戸

・
後
藤

・
大
供
＝
引
用
者
・れ
）
牛
御
採
用
相
域
仮

方
如
”
増
敗
土
本
ほ
陶
」）
ユ
ム
はス

広
沢
も
木
戸

・
後
は

，
大
峡
等
ち↓ネ
一

用
す
る
な
ら
、
自
分
広
大
弁
ぐ
ら
い
に
退
き
、　
一‐
相
対
に
被
差
置
候
甫

【

日
供
内

情
不
平
御
い■

か
不
主
卜
′′吾

一般

」
と
、
人
々
倹

怪

客

一に
、
広

よ
は
三
条
に
、
そ
れ
ぞ
れ
二
者
択

一
的
選
択
を
せ
ま
る
た
だ
態
度
を
使
化

さ
せ
た
。
か
く
才
、
二
十
二
日
、
大
久
保

・
副
島

・
広
沢

・
佐
力
木
つ
■

歩
乱
ほ
浮
技
を
提
出
し
た
．
代
り
に
民
蔵
名
の
卿
輛
を
参
討
に
任
命
せ
よ

だ
い
≡つ
よ
）の
で
よ
〓
一
工生

こ
の
四
チ
ン談
辞
安
提
出
を
、
本
戸
は
二
六
日
三
条
邸

（
行
き
始
め
て
知

っ
た
。
も
し
早
く
知
っ
て
お
れ
ば

「
是
非
工
〓
日
に
御
と
ミ
め
可
中
之
処
、

（拓
）

・ガ
に
も
存
不
中
性
愕
浦
数
の
至
」
で
あ
る
Ｌ
伊
藤
に
書
送

っ
て

い
る
。
エ

の
頃
か
ら
、
ほ
ぼ
★
久
保
ペ
ー
ス
で
問
題
の
好
決
化
が
推
進
さ
れ
て
ゆ
く
。

大
久
保
の
初
期
試
案
で
あ

っ
た
人
事
に
よ
る
政
府

―
省
内
改
革
は
す
そ

に

■
折
か
明
一確
十と
な
り
、
代
ち

ｆ
・小
能
俳
に
よ
る
許
苦
ｆ
・
―
ス
が
粧
か
な
・も
の

と
な

っ
て
い
た
。
一宏
辞
二
一七
日
、
大
隈
を
参
・議
に
、
人
成
卿

。
大
喘
は

（２６
）

植
喜
参
議
が
兼
任
す
る
、
と
の
折
衷
案
を
出
し
た
ｖ
し
か
し
こ
れ
は
女
え

快
等
に
拒
否
さ
れ
た
。
■
久
保
は
二
九
日
民
部
大
蔵
両

！告
の
分
離
を
正
式

に
■
張
し
た
。
を
し
て
そ
の
内
容
は

「
民
蔵
両
省
引
分
、
民
部
は
納
官

参

（２７
）

哉
兼
勁
、
混
と
御
手
元
よ
り
御
手
を
下
さ
る
べ
く

」
も
の
て
あ

っ
た
。
Ｌ

高
す
べ
☆
主
ナは
、
民
部
省
の
在
り
方
で
あ
る
。
七
月
二
Ｆ
、
三
矢
は

一‐此

姉
民
政
之
義
は
車
政
府
取
扱
相
戊
評
試
」
で
あ
り
、
大
限
の
進
退
に
関
し

（
〔（一）

て
は

「大
蔵

一
捺
仕
旧
地
肋
本
職
有
之
度
キ
に
」
と
大
快
に
究
て
い
る
が
、

こ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
ど
と
く
、
大
蔵
省
の
改
キ
を
主
た
る
――
的
と
―
・

≡
も
の
で
は
な
く
、
民
部
省
の
改
革
、
民
部
行
十政
の
政
府
に
よ
る
Ｈ
暗
的

革
振
を
意
図
し
た
も
の
イ
．あ
る
事
が
明
瞭
で
あ
る
ｕ
分
離
後
の
両
竹
ノ
、虫

一ば
５
文
の
一
一と
く
で
あ
え
〕が
、
伊
達
宗
城
、
★
隈
、
伊
藤
、
井
上
年
】＝
大

嘩
ネ
が
に
洋
ア

のヽ
ま
キユ
新
大
蔵
省
に
残
留
し
て
い
る
。
こ
れ
を
み
て
も
大

茂
省
改
革
は
第
一
義
的
の
も
の
で
あ

っ
た
事
が
知
ら
れ
る

（実
質
的
に
旧

大
蔵
権
限
の
削
減
一を
吉
峠
し
て
い
る
が
）
。

七
月
二
月
、
大
戸
は
三
条
を
訪
れ
分
離
を
聞
い
た
。
木
戸
の
説
得
に
は

，広
沢
が
あ
た
り
、
人
牌
て
、
は
ま
づ
岩
倉
が
、
汝
い
で
大
久
いＬ
いか
行

っ
た
。
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第5表  民 蔵分離後の人員

ロ
　
エ削

山

唱

〓
日
に
は
木
戸
が
、
つ
い
て
翌
四
日
、
大
隈
が
大
久
保
を
訪
ね
諒
解
し
た
。

大
蔵
省
人
事
は
、
さ
ほ
ど
問
題
で
は
な
か
っ
た
が
、
民
部
省
人
事
を
め
≡

っ
て
、
最
後
の
少
″紛
争
が
あ
つ
た
。
は
じ
め
、
大
久
保
、
岩
倉
は
民
部
郷

止
〓
本職

一
同
総
掛
り
、
特
に
広
沢
を
専
任
た
る
べ
く
主
帯
一―．一理
。
し
か
し

な
沢
は
辞
退
し
た
５
理
由
は
、
お
そ
ら
く
木
戸
と
の
関
係
そ

、
表
面
に
と
、

実
権
ヤを
握
る
よ
う
な
ボ
ス
ト
に
着
く
事
を
避
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
六
戸

Ｌ
大
久
保
を
推
克
し
、
大
隈
も
強
で
希ヽ
望
し
た
。
ま
た
鍋
島
！直
正
か
ら
よ
、

大
大
を
参
議
に
し
て
人
輔
兼
任
の
策
も
出
さ
れ
」
一だ
ヽ
大
六
の
参
議
就
任

に
は
広
沢
も
、
大
久
一供
も
反
対
し
た
。
理
由
は
ｒ
れ
も
、
同
藩
出
身
の
大

隈
と
の
か
ね
あ
い
で
あ
る
。
す
で
に
大
限
に
関
し
て
は
、
民
蔵
分
離
後
に

参
議
だ

登
用
す
る
内
輪
の
協
定
下一″
俸」ぼ
か
た
ま
り
安
妖
チ
理
。
岩
Ａ長
は

病
気
を
理
由
に
、
大
久
保
は
広
沢
を
妊
し
か
つ
参
試

一
人
の
専
作
を

主
張
し
、
そ
れ
ぞ
れ
辞
退
の
意
を
表
―
た
が
、
結
局
、
八
日
頃
ま
で
、

広
沢
、
≡
倉
、
大
久
保
が
、
民
部
省
仰
用
一掛
に
就
任
の
意
を
か
た
め

て
、
十
日
に
東
蘇
い分
離
の
卒
一表
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
民
部
省
は
、

土
木

白
取
逓

●
鉱
出
・
伝
信
機

・
灯
明
台

・
横
須
賀
製
鉄
所
の
話
掛

を
管
時
Ｌ
、
★
蘇
〔省
は
、
造
幣
禁

・
租
村
司

・
度
量
竹
改
正
掛

・
出

納
司

・
用
度
司

・
営
繕
司

・
監
督
司
を
管
時
ギ
ツる
事
に
な
っ
た
。
か

く
て
、
三
月
初
旬
、
廟
堂
で
民
蔵
問
題
が
発
生
し
て
以
来
、
約
四
ケ

月
を
経
て
、
よ
う
や
く

一
応
の
結
着
を
ス
た
の
で
あ

っ
た
。

一喜
〔１
）
　

〔】★
久
保
利
通
関
係
文
書
』

一
、
ｙ
２４５
ｏ

（
２
）
　

『
大
久
保
利
通
日
一記
』
下
巻
、
Ｐ
真
。

午
↓
・　
南
…ユ…
一、
Ｐ
９５
ｎ

（
４
〕）
　
「
大
久
保
利
通
文
書
』
〓
一、
Ｐ
抑
、
政
府
の
施
設
に
関
す

る
意
見
書
の
中
で

「
一
、
民
蔵
人
撰
分
離
酌
様
判
然
決
定
の
事
」

と
人
鉄
と
分
離
の
二
つ
の
案
が
あ

一ン
た
事
が
知
ら
れ
る
。

（
５
）
　
明
治
二
生
‐九
月
十
二
百
］
、
九
戸
県
梓
知
事
を
免
ぜ
れ
ら
た
後
、

岩
倉
大
納
！言
公
務
人
と
な
っ
て
い
る
、
ヨ
申官
履
暦
Ｅ

（
６
）

一ｎ大
久
保
利
通
日
記
』
下
巻
、
Ｐ
９７
ｏ

（
７
）
　
一‐‐大
久
係
利
通
関
係
文
書
』

一
、
Ｐ
２４６
ヽ
な
お
上
野
景
範
に
関

し
て
も

「
上
野
枚
介
ノ
事
兼
々
民
大
省
ヨ
リ
顔
リ
ニ
懇
願
候

二
付

此
分
明
Ｆｌ
二
而
も
弁
官
江
御
下
知
外
務
江
御
沙
水
止
中
伝
へ
民
大

省

ゴ
渡
し
候
逗
ノ
事
宜
敷
御
煩
申
入
長
」

（
同
■
、
Ｐ
河
）
Ｌ
あ

る
。　
とレ
占
針
，４
用
孝
コ。

（
８
）

Ｔ
人
久
休
利
通
日
記
卜
下
巻
、
Ｐ
的
。

卿

1    大 輔

1 大   少 輔

静  |

伊達 宗 城 1  宇 和島

大隈 重 信 1  佐  賀

伊藤  博 文   山  H

得捷 史 ▼「 1 陵  r_

中村 清 行 1  豊  橋

坂水 政 均 |

邦  純 造 |  ネ  度と

部

1  省

権大丞

少丞

大 1 8

大丞

大禾

け,そ

′1/Nテ(

山  日 |

山 日 |

1  岡
本健三郎

 十 土
 佐

岩倉 具 視
 1  公
 卿

大久保利通 1  産  摩

御用掛

広沢 真 臣

大木 喬 任

林  友 幸

山尾 席 三

年  ,   | = 溺

（
９
）
　

一ャ大
久
保
利
通
文
書
」
〓
、
Ｐ
州
、

「
峠
夜
も
十
一限
寛
、、
■
，
一

一段
々
打
明
し
イＬ
談
論
仕
候
れ
ょ
ほ
ど
宜
舗
円
に
御
座
候
却
而
彼
ょ

り
依
而
懸
９
侯
都
合
に
て
討
一に
安
心
仕
候
次
第

二
御
座
保
段
≡
機

密

こ
と
て
柏
談
候
事
も
有
之
立
政
府
之
利
苦
も
彼
よ
り
論
一し
又
丈

蔵
之
事
も
何
卒
貢
く
れ
候
様
源
に
お

ム
ト
ノ
ョ
ト
三
年
二
年
に
言

的
フ
ヤ
一テ

ヽ
卜成
功
フ
急
ひ
て

ハ
な
ら
ぬ
卜
甲
し
末
句

我
か
宜
ひ
と

お
も
ふ
亭
も
必
誤
候
事
多
々
有
之
是
非
主
一辺

（
政
府

よ
り
気
を
十

テ
呉
レ
不
ｆ
！
ぅ
ぬ
と
申
し

一
々
悔
情
シ
一詞
村
而
一九
利
通
に
キ
、ャ片

ク
承
り
候
而

ハ
い
か
計
う
れ
し
く
至
極
懇
切
に
相
詫
し
幾
重

二
も

セ
迄

ハ
政
府
之
行
扇
ふ

姦
手
も
不
少
候
関
既
往

ハ
す
て
て
爾
後
あ

心
政
力
為
呈
国
勉
励
可
致
と
相
談
置
候
」
と
ぁ
る
が
、
自
ら
あ
ャ感

情
、
心
情
を
表
面
に
現
し
、
一記
す
事
の
少
な
か

っ
■
，大
久
保
の
例

舛
的
書
勢
の
一
つ
で
一あ
ろ
う
。
こ
の
大
久
保
の
富
び
と
対
大
帳
感

情
を
私
は
素
直
に
認
め
て
お
き
た
い
。

各
Ｗ
）
　

十サ大
久
保
利
通
文
書
」
二
、
Ｐ
４０４
０

（
ｕ
）

こ
の
間
の
事
情
は

「
人
久
保
利
通
日
許
』
下
巻
、
Ｐ
碑
，
１３２
ヽ

一）大
久
保
利
通
関
係
文
書
に　
一
、
Ｐ
２４８
，
別
０
な
ヽ

「
佐
々
末
高

行
日
記
」

（
東
大
史
料
編
集
所
）
に
よ
れ
は

「
吾
ガ
高
知
訴
彗

リ

家
叱
ノ
壬口孟
吉

行

一
人
ム
挫
兎
角
頭
固
一フ
レ
．父
倉
事
公
デ／
御
一一「口
用

一
薄
ク
菫
然
旧
率

〈
対
フ
ラ
権
カ
モ
乏
シ
キ
事
ナ
ン
パ
後
藤
啓
参

議
板
垣
を
兵
部
大
瑞
」
に
任
じ
た
方
が
―
い
と
、
コ
月
末
国
に
記

し
て
い
る
。
な
お
つ
い
で
に
そ
の
理
由
を
紹
介
す
る
と

「
後
藤

ハ

十匹
ョ
リ
中ゆ４一韓
一
牛
床
岸
に
テ
知押
・ｏ
田用
二
一左
士失
打
こ
坦
ハ
盲円
【（力
表
孫
取
ハ
′・　
ャ

ト
テ
裁
品
而
Ｅ

ニ
テ
困
リ
ダ
リ
、
素

ョ
デ
後
藤
モ
事
務
上

ｉ
禅
メ

ノ
附
，

ア
荒
十義
又
板
垣
千
事
務
等
′ｔＷ
行
ヒ
事

′、
六
ケ
敷
性
質

ニ

テ
高
行
ナ
ド
ヨ
リ
見

ル
時

ハ
サ
ノ

自ヽ
一込

ハ
ナ
ケ

ィ
ド
ギ
、
何
分

茂
序
ダ

頃
メ
功
ヲ
立
テ
後
藤
ノ
復
十
功
モ
天
ナ
レ
パ
兎
角
板
炉
戸

天
下
ノ
望

工
叶
Ｌ
後
藤

ハ
開
化
ヲ
噌
フ
ル
徒
ノ
望
ミ
ア
ル
ノ
ヽ
ナ

ラ
ズ
、
容
堂
公
ノ
御
都
合
モ
ア
リ
テ
不
得
止
情
天
／
レ
バ
失
張
朝

廷
ノ
御
為

ニ
モ
す
ラ
ン
ト
思
ウ
事
ナ
リ
」
と
述

〈、
て
い
る
。
を
お

キ
藤
利
行
は
五
月
十
五
日
参
議
に
就
任
し
た
が
、
あ
る
い
は
後
藤

( 2 8 1 )
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岩
下
之
享
剰
部
御
文
中
候
哉
其
久
保

へ
御
肖
意
可
中
入
と
存
俊
ん

念
御
尋
申
仁
後
藤
之
事
件
紹
向
断

一
副
島
参
ｔ
候

ヘ
ハ
今
朝
御
談
中
候
通
参
議
岸
職
或
民
大
御
枕
し

両
端
何
れ

〓
組
成
伎
而
も
至
極
不
容
易
次
第

二
付
氏
部
フ
政
府
荘

多
二
て
兼
任
太
政
官

ヨ
リ
民
政
ヲ
放
出
候
御
体
よ

二
ｆ
、参
議
辞
取

思
止
り
候
様
偏
御
尽
力
懇
祈
比
事

二
候
大
乱
書
高
死
可
給
候
↓

六
月
十
七
日

夫
　
主天

岩
倉
殿

（折
）

一
大
久
保
利
通
日
記
』
下
巻
、
Ｐ
闘
。

（那
）
　

一
大
隈
登
信
関
係
文
書
」
第

一
、
Ｐ
２８４
ｕ

（２９
）
　

一
大
久
保
刊
通
関
係
文
書
』

一
、
Ｐ
２５４
し

，
抑
）
　

「
同
右
」
Ｐ
姉
。

（担
）
　

「
大
久
保
利
通
文
書
」
〓
、
Ｐ
鯛
。

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
主
、
三
条
実
美
文
書
、
広
沢
真
Ｌ
彗

萌

「
明
治
三
年
七
月
十
日
、
三
条
先
」
参
照
。

む
す
び
に
か
え
て

民
蔵
問
題
が
、
ほ
ほ
向
省
の
分
離
と
い
う
事
に
決
者
し
つ
つ
あ

っ
た
Ｌ

月
二
日
、
水
声
は
伊
球
に
、
こ
の
紛
争
を
分
析
し
次
の
様
に
書
メ

っ
十　
一

とつ
。副

（副
島
）
大

（限
）
に
相
抗
し
大

（大
久
保
！
は
文
副
と
相
・令
し
居

候
事

二
付
始
よ
り
副
に
被
欺
条
容

（
三
条
）
岩
公

（岩
倉
）
よ
り
登
情

之
■
一側
催
促
御
坐
候
市
も
始
終
不
折
告
日
に
而
殊
に
文
路
軟
い
た
！
技

【
マ
一
）

は
広

（
広
沢
）
此
Ｌ
之

一
条

へ
大

（大
次
保
）
に
荷
担
い
た
し
平
年
副

キ
之
事
～
存
居
候
加
、
氏
部
論
に
付
候
而
相
合
し
候
■
と
被
宗
矢
公
も

【
甚
な
く
な
ど
ミ
御
噺
も
有
之
中
候
佐

（佐
々
木
）
は
元
米
大
限
も
十

（
・
・）

其
め
候
処
全
花
絡
モ
ら
れ
術
中
に
怖
り
降
一
　

（
力
，
■
内
点
引
用
者

一証
）

■
サｉ
、か
指
一価
す
る

ヤそう
に
、
こ
の
政
争
渦
一早
で
、
民
蔵
省
一批
判
郭
一カ
は
、

民
滞
省
の
掌
林
、

「に
品
論
」
に
結
集
し
、
旧
大
蔵
省

（
旧
民
部
省
ケ
吹

収
し
て
い
る
）
椎
艇
あ
ェ判
成
を
は
か
り
、
大
久
保
以
一下
、
副
島
、
広
沢
の

向
名
が
こ
と
に
強
使
で
あ
ら
た
。
佐
々
木
は
自
ら
Ｌ
中
立
的
立
場
で
あ
一一る

Ｌ
一４
ベ
ィ■
い
る
が
、
四
参
設
計
酷
”の
頃
か
ら

「
民
部
論
」
に
傾
い
て
い
た
。

そ
の
背

（
後
ユ
は
、
問
，落
出
身
の
後
藤
が
、
大
限
支
持
者
で
あ

っ
た
学
も
影

出
し
て
い
る
。
文
世
い
、
井
上
は
こ
の
紛
ま
の
渦
■
に
大
坂
に
い
て
直
接

関
係
は
な
か
っ
た
か
、　
一
資
し
て
、
″不
Ｆ

・
大
隈
グ
ル
ー
プ
の
支
持
者
で

あ

っ
た
。
つ
い
で
な
が
ら
同
落
出
身
者
同
吉
の
主
た
る
対
立
関
係
を
述
べ

て
お
く
と
、
上
州
で
は
、
前
原

一
誠
と
木
戸
が
対
立
し
、
上
佐
で
は
佐
々

不
と
板
垣
が
、
薩
摩
落
で
は
大
久
保
と
西
却
降
一盛
と
の
対
立
が
顕
在
化
し

一、
い
た
〔）
か
か
る
対
立
関
係
を
図
式
化
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

民
蔵
紛
議
間
起
に
対
し
て
、
版
垣
、
前
原
等
の
立
坊
が
不
明
で
あ
る
の
で

除
く
と
し
て
、　
一
応
表
の
ご
と
く

「
大
蔵
ダ
ル
Ｌ

‐
フ
一
と

一‐民
＝
グ
ル
ー
ト

ブ
」
と
分
類
出
来
、
そ
れ
ぞ
れ
三
条
、
岩
倉
が
そ
の
支
持
者
と
云
え
よ
う
，

「大
蔵
派
」

は
大
戸
ま
見
に
代
表
さ
れ
る
ゴ
と
く
、
そ
の
基
本
的
〓
張

ほ
大
蔵
■

（民
部
も
合
お
）
権
限
の
存
続
―
拡
張
で
あ
り
、

「省
」
権
力

の
独
自
性
の
保
持
、
強
化
で
あ

っ
た
。
だ
が
民
部

・
大
蔵
省
の
合
併
以
来
、

か
か
る

「省
」
の
上
自
性
と
、
省
務
か
ら
、
大
臣

・
納
言

・
参
議
で
構
成

―-44-一- 4 5 -
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木
戸
伊
様
十
上

大
炭

後
藤
象
二
郎

版
垣
　
提
一助

三
条
　
実
差

大
蔵
グ
ル
ー
フ

す
る

「政
府
」
が
近
離
し
、
実
際
施
政
面
で
の
発
百
力
低
下
、
政
策
プ
一

ン
と
そ
の
実
地
面
に
，卜
け
る
不
紡
〓
が
、
そ
も
そ
も
賢
一蔵
附
胆
た
生
ｎ
■

昨
的
理
由
で
あ

っ
た
。
大
隈
が
作
だ
自
ら
の
民
蔵
時
代
を
円
敵
し
て

一
四
！

脚
力ヽ の
抑
一
姫
印
庄
碗
中
的
輸
十
中
一
つ 要
一中
ヽヽ し
が
嚇
確
キ
的
羊
い巾
耐
一日
痔
幕
！ヽ
一 ．

関
係
を
端
的
に
物
語
る
も
の
で
あ
十る
。
大
久
保
等
の

「
民
部
派
」
は
か
キ

る
状
況
の
打
破
を
第

王
我
的
諜
通
た
し
、
か
つ
現
象
的
に
は

「
大
蔵
派
」
、

特
に
大
限
の
専
行
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
を
ま
づ
主
張
し
て
い
っ
た
。
こ
●

抽
促
は
す
で
に
ぶ
べ
た
の
で
繰
返
さ
な
い
。
た
だ

一
つ
だ
け
再
言
し
て
十

く
と
、
こ
の
民
蔵
一紛
談
は
、
従
来
主
張
さ
れ
て
来
た
よ
う
に
、
大
久
保
派

に
よ
る
木
戸
派
、
市特
に
大
限
と
そ
れ
に
連
な
る
大
成
役
人
か
単
な
る
排
早

辿
一甥
と
許
一脚
す
る
な
ら
は
、
一
ｔれ
は

一
十回
的

・
〓
南
的
な
＝
中
応
筈
！
式
つ

け
に
賄
！
る
と
い
う
事
で
あ
る
。

（大
限
参
議
空
府
に
反
対
し
た
の
は
、

大
戸
案
上
に
お
け
る
人
事
に
対
す
る
反
対
で
あ
り
、
分
離
‐‐―
‐敗
キ
一佐
の

■
供
参
革
就
れ
に
は
管
茂

し
て
い
た
。
か
つ
、
分
離
後
の
人
成
竹
人
Ｈ
止

十一
ル
〈殉床
＝倍
相
ｂ
一の
一は
と
ん
■
と
多Ｌ
ゐ）よよ
一工
（リ
キ大
旧斯
ｆ
ｌ
ぁ
「
”
）

民
蔵
合
併
前
後
か
ら
分
一離
に
■
る
政
治
渦
．程
で
、
■
■
あ

よ
う
に
４
１１‐Ｆｉｌ

す
、間
の
対
立
が
あ

っ
十
．
あ
る
時
は
部
れ
、
文
結
び
、
そ
の
時
々
の
政
治

”
諜
煙
の
処
理
方
水
に
、
個
人
的
感
情
も
加
わ
り
、
対
立
し
た
。
そ
し
て

こ
の
対
立
が
最
も
り
汗
一化
し
た
の
が
、
民
岐
岡
旭
に
お
い
て
で
あ

っ
た
，

一た
が
、
こ
の
詰
！対
Ｖ
一を

「
大
久
保
派
」
対

「木
戸
派
に

じ
イ一、
安
，
一に
唯
一叫

す
る
事
は
正
―
く
た
ふ

。

「大
久
保
派
」
と
い
わ
れ
る
岩
】倉

・
広
沢

・
削

占

・
佐

々
木
に
し
て
も
、
必
す
Ｌ
も
忘
兄
点

一
致
―
・て
い
な
か
っ
た
■
汽

サ
て
に
み
て
水
た
。
打
び
大
限
の
こ
の
頃
の
同
＝
ｒ

‐
（
白
分
が
―
―
引

川
者
）
中
央
政
府
の
下
に
在
る
こ
と
は
至
て
少
な
か
り
Ｌ
を
以
て
彼
常
に

Ｔ
火
に

（
在
柳
し
大
政
に
参
与
せ
る
大
久
保
■
戸
な
ど
と
＝
接
す
る
こ
と
一世

だ
怖
な
り
ま
」
ナ
示
末

て
い
る
の
を
み
て
も
、倍岬
人
的
結
び
つ
き
，史
に
子

」を

拡
，大
し
、
派
問
，一侑
∵

体

格

需

束
を
論
謝

Ｌ

ヤ′一―

いあ

丁
か祉

。
だ

か
他
面
か
か
る
御
九
的

・
派
間
的
結
合
を
助
長
す
る
要
因
も
あ
一ノ
た
０
子
．

れ
は
彼
牛
の
藩
士
身
分
，
そ
れ
に
附
阻
す
る
落
地

。
同
郷
人
と
の
朋
友
的

詰
台
か
ら
、

「朝
臣
」
―

「政
府
人
」
へ
の
成
長
の
た
め
の
、
脱
度
の
嬬

勁
過
程
に
右
け
る
も
の
で
あ
る
。
大
久
保
の
場
合
を
例
に
と
ろ
う
。
■
年

Ａ
月
、
西
狐
祥
い東
十
■
″
ら
の
凱
旋
丘
（を
引
つ
れ
、
そ
の
ま
ま
度
児
荏
Ｆ
中怖

，
上
京
―
）な
か
っ
た
。
藩
地
に
お
い
て
は
、
▼
一政
府
感
情
に
塗
ら
れ
て
い

っ
た
。
こ
う
し
た
落
ド
を
反
映
し
、
大
久
保
の
腹
に
た
る
べ
き
は
づ
で
あ

亡  博 キ
信 号キ文 允
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っ
た
、
内
田
政
風
、
木
場
伝
内
、
税
所
篤
等
の
地
方
官
は
二
年
夏
頃
辞
言

を
表
明
し
た
。
京
都
留
守
次
官
の
岩
下
方
平
も
健
京
状
一態
を
理
由
に
、
使

等
に
同
調
し
た
。
幕
末
の
難
局
を
共
に
乗
り
越
え
て
来
た
信
頼
す
る
、
「

能
な
友
で
あ
る
小
松
帯
刀
は
、
病
一臥
し
て
お
り
、
政
治
一的
手
腕
を
期
待
す

る
こ
と
は
難
か
っ
た
。
五
代
友
厚
は
実
業
大
へ
の
転
身
を
は
か
り
、
自
か

（
７
）

ら
Ｔ
を
辞
し
た
。
大
久
保
を
支
援
す
る
郷
党
的
ネ
ッ
ク
は
期
待
出
来
な
か

っ
た
。
二
年
末
、
藩
地
を
訪
れ
て
、
更
に
絶
望
を
深
め
る
だ
け
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
条
件
を
背
景
に
し
て
、
彼
は
藩
と
の
訣
別
を
自
覚
し
、
一‐朝
臣

一

へ
の
転
身
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
民
蔵
問
題
に
登
場
す
る

詰
士
も
、
い
づ
れ
も
、
程
度
の
差
、
時
期
の
差
こ
を
あ
れ
、
か
か
る
試
和
！

を
乗
り
こ
え
た
、
純
然
た
る

「朝
臣
」
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
自
己
の
藩
地
、

藩
士
身
分
と
の
き
づ
な
を
断

っ
た
時
、

「朝
臣
」
何
志
の
結
合
を
必
然
的

に
求
め
、
そ
れ
を
自
己
の
政
治
的
基
盤
た
ら
し
め
よ
う
と
し
た
。
と
同
時
・

に
、

「朝
臣
」
身
分
を
保
障
す
る
朝
廷
―
政
府
権
威
の
強
化
が
必
然
的
に

要
請
さ
れ
た
。
大
久
保
も
木
戸
も
、
政
府
の
主
体
性
強
化
を
意
図
す
る
こ

と
に
お
い
て
基
本
的
に
同
じ
立
場
に
あ
っ
た
。
だ
力ｉ
、
そ
の
方
策
を
め
■

っ
て
「対
一立
し
た
の
一ヽ
六
▼
つ
。

対
立
は
、
民
蔵
省
の
開
明
的
新
官
僚
の
意
志
を
政
策
決
定
機
関
た
る
政

府
十
三
職
会
議
に
反
映
さ
せ
、
急
進
的
政
策
部
分
の
強
調
を
意
図
す
る
エ

の
と
、
政
府
直
轄
府
県
の
行
政
の
実
務
担
当
者
＝
地
方
官
の
民
蔵
悟
各
准

市
批
判
を
背
景
に
、

「議
論
」
に
対
す
る

「実
地
の
論
」
を
主
張
す
る
者

と
の
対
立
で
も
あ

っ
た
。
そ
し
て

「
実
地
の
論
」
が
勝
利
し
た
過
程
で
ち

っ
た
。
こ
の
時
、
明
治
初
年
政
府
の

「
漸
進
主
義
卜
体
制
か
成
立
し
十
の

で
あ
る
。
急
進
的
政
策
論
の
支
援
者
で
あ
つ
た
木
戸
も
、

「
天
下
之
事
Ｌ

十
年
を
御
期
し
【破
為
在
漸
を
以
，大
に
仰
誘
導
被
為
を
候
様
只

，生
令
祈

上

（一〈本”〕
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

｛に
」
と
し
、
更
に
政
一末
施
一行
に
お
い
て
も

「
如
則
今
一陸
柔
向
重
シ
ヤ外
無
之

督
柔
白
重
と
難
も
亦
後
日
之
日
途
之
而
は
弥
天
下
乱
一雄
に
可
至
十
年
十
■

　ヽ
　ヽ
　ヽ
　ヽ
　ヽ
　ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
（９
）

年
十
年
を
計
り

一
定

Ｚ
略
一彼
為
定
」
（傍
点
―
引
↓用
者
）
と
、
孝
、れ
ぞ
れ
を

Ｆヽ

・
三
条
一中
あ
て
て
一削
進
論
を
述
べ
て
い
る
。
文
政
府
首
一悩
に
よ
る
ｒ甲
は

い
行
政
官
省

の
掌
握
に
よ
り
、
民
意
―
地
方
官
の
意
見
が
ス
ム
ー
ズ
に
政

策
決
定

ハ、
と
反
映
さ
れ
る
道
が
切
り
開
か
れ
つ
つ
あ

っ
た
。
九
月
、
詰
知

早
事
を
東
京
に
呼
び
・集
め
た
時
、
大
久
保
は

「
知
県
事

一
同
実
地
之
諭
フ

肖
又
同
僚
無
成
聞
取
其
上
公
平

工
御
評
議
を
被
尽
判
然
と
条
理
之
立
処
に

（１０
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１１
）

付
決
定
京
側
座
度
」
こ
、
地
方
官
の
「
衆
論
≡
を
積
極
的
に
く
み
と
ろ
う
と

，Ｌ
イ、
い
る
。
同
時
に
、
政
府
に
よ
る
民
政
の
直
接
的
支
配
十
人
民
の
直
接

！地
支
配
が
志
向
さ
れ
た
ｎ　
大
久
保
に
よ
る
、
租
税
司
の
民
部
竹

へ
の
移
属

（蛇
）

Ｔ
蔭

、
か
か
る
方
向
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
方
針
の
拡

大
は
、
即
ち
個
別
領
有
権

へ
の
侵
略
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
領
有
制

罵
紀

へ
Ｌ
進
展
す
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。
事
実
、
大
久
保
に
よ
っ
ヤ、

（・３
）

兵
藩
置
県
が
メ

ロ
グ
ラ
ム
ま
転
一
た
形
跡
か
う
か
が
わ
れ
、
岩
倉

・
木
戸
牛

の
同
意
も
得
る
事
が
出
来
た
。
こ
う
し
て
、
明
治
三
年
後
半
に
は
、
廃
藩

！Ｌ
一県
の
気
一遅
が
、
急
ポ
に
高
ま

つ
て
い
っ
た
の
で
あ

っ
た
。

町
記
　
な
お
民
成
分
離
問
題
は
、
云
う
ま
で
も
な
く
、　
一
分
離
」
の
時

点
で
解
決
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
い
。
大
僕
の
参
議
登
用

・
民
部
名

権
限
の
拡
大
要
求
と
反
対
論

・
工
部
省
設
置
問
題
と
、
以
後
も
計

々
の
問
題
が
派
一生
し
、
尾
を
ひ
く
。
最
初
の
予
定
で
は
、
こ
れ
ら

の
間
炉
を
合
あ

て
、
民
蔵
分
離
後
の
政
治
過
程
―
領
有
制
あ

解
休

・
廃
落
置
県
≡
ネ
、の
展
翠
を
述
べ
る
つ
も
う
で
あ
ら

た
が
、
祉
放
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と
時
間
の
余
裕
が
な
い
の
で
次
稿
に
ゆ
つ
る
こ
と
に
す
る
こ
と
り

あ
え
す
、
上
述
の
遠
出
茂
樹

・
原
口
清

・
丹
羽
邦
男
各
先
学
の
十

ぐ
れ
た
実
績
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
稿
作
成
の
上
で
、
学
ぶ
九
二

ろ
が
多
大
で
あ

っ
た
。

一証
一（１
）
　
『
木
戸
孝
允
文
書
』
第
四
、
Ｐ
７８
１
７９
０

（
２
）
　
『
明
治
聖
上
と
巨
高
行
』
Ｐ
２０４
０

（
３
）
　
「
大
隈
伯
吉
日
語
』
Ｐ
側
。

（
■
本）
　
「）大
久
保
刊
通
文
書
』
三
、
Ｐ
馴
９

（
５
）
　
「
大
隈
伯
音
日
語
』
Ｐ
脚
。

（
６
）

民

・
蔵
分
離
後
で
あ
る
が
、
工
部
省
創
立
問
題
に
関
し
て
、
大

戸

，
大
隈

・
広
沢

ｉ
副
島
が
賞
成
、
大
久
保
が
反
対
、
ま
た
人
一事

に
関
し
て
、
大
隈

‥
本
戸
と
副
島
が
対
立
し
た
。
冒
右
倉
具

視
盟
一

係
文
書
』
第
四
、
Ｐ
軸
。
こ
う
し
た
事
か
ら
も
、
派
一閥
的
対
立
関

係
を
過
度
に
重
要
視
す
る
の
は
妥
当
で
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
７
）

こ
の
間
の
事
情
は

『
大
久
保
利
通
関
係
火
書
』
第

一
、
二
、
〓
、

合
巻
所
収
の
内
日
、
木
場
、
岩
下
、
小
松
、
五
代
各
書
勃
を
参
Ｆ

さ
れ
た
い
．
文
税
所
篤
に
閣
し
て
は
、
四
四
年
度
中
に
第
四
者
を

刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
収
め
て
あ
る
。

（
Ｓ
）
　
『
木
戸
孝
九
文
書
』
第
四
、
Ｐ
９９
ｏ

（
９
）

同
右
、
Ｐ
ｌ０４
ｏ

（
１０
）
　
『
大
久
保
一利
通
文
書
』
第
四
、
Ｐ
３７
ｏ

（五
）

同
右
、
Ｐ
４３
ｏ

（‐２
）

同
右
、
Ｐ
鋭
。

（‐３
）

同
右
、
Ｐ
ア
、
９
、
１０
等
参
照
。
ま
た
、
封
味
準
之
編

『
日
本

政

党

丈

論

≡

第

一
巻

が

、

廃

落

置

県

の

政

治

過

程

を

詳

述

し

て

い

フ
つ
。


